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地域地質研究報告                              （昭和55年稿） 

５万分の１図幅  
釧 路 (2)第 42号  

 

 

帯 広 地 域 の 地 質 
 

松澤逸巳＊１）・松井 ＊２）・近堂祐弘＊３） 

瀬川秀良＊４）・田中 実＊５）・小久保公司＊８） 

 
 

本地域の調査研究は，昭和48年度から51年度にかけて北海道開発庁からの委嘱によって行われた．本地域をふく 

む十勝平野全域の主に第四系を対象とする調査研究が，筆者らを含む十勝団体研究会（略称，十勝団研）によって 

昭和37年以来，17年間にわたり続けられ，最近，その結果が報告された（十勝団研，1978)．この報告のとりまとめ 

にあたっては，十勝団研の研究成果を引用させていただくとともに，同研究会から多くの援助と討論をいただいた． 

本地域は十勝平野の中央に位置しており，本地域の地質を明らかにするために，必要な限りにおいて，隣接する地 

域の地質・地形面についても言及した． 

野外調査及び研究報告書の記述にあたっては，鮮新－下部更新統を松澤・松井・小久保が，また，中－上部更新 

統及び地形については，松澤・松井・瀬川が担当した．そのほか，古砂丘地形及びその堆積物と周氷河現象につい 

ては，松井・松澤・近堂・田中が，降下火砕堆積物については，近堂・松澤・松井が，また，古地磁気については， 

田中・小久保がそれぞれ担当した．これらの調査研究に基づいて，研究報告書全体のとりまとめは，松澤・松井が 

行った． 

本地域には，更新世中―後期に段丘化した数多くの平坦面が発達している．５万分の１地質図幅を作成するにあ 

たり，その地史の経緯を正しく表現するために，大樹図幅（松井ほか，1974)，大正図幅（小坂ほか，1979）で用 

いられた表現方法を踏襲した．すなわち，各地形面（地形面には，堆積面の，，と， 面の，，とがある ）を構成 

している堆積物とその面をおおう堆積物を区別した．さらに，地形面をおおう堆積物のうち，次の地形面形成以前 

に堆積したものを，この地形面の「地形面堆積物」と呼んで区分し，記載を行った．また，地質図では，各地形面 

をおおう堆積物を省略し「地形面堆積物」をもって地質区分を行い，それぞれ塗色して示した． 

十勝団研会員は本地域の野外調査に参加され，多くの教示を与えられ，また，本研究報告の作成については地質 

調査所北海道支所の山口昇一技官，札幌西高等学校の小坂利幸氏から，全面的な協力と援助をお受けした．帯広畜 

産大学の三宅基夫教授には樹幹の鑑定をお願いし，新潟大学の白井健裕博士にはアヤチルブロマイド残存率による 

年代について，北海道大学の紺谷吉弘氏には礫種の鑑定について，北海道立衛生研究所鉱泉化学課から温泉分析 

について，北海道開発局帯広開発建設部管理課からは骨材についてそれぞれ資料の提供を戴いた．さらに，地質調 

査所北海道支所の谷津良太郎技官ほかには薄片の作製を，熊谷なな子技官には製図の一部を担当して戴いた．以上 

の諸氏に深い謝意を表する． 

 
Ⅰ． 地   形 

 

 

Ⅰ．１ 地 形 一 般 

 

帯広図幅は，十勝平野の中央部に位置し，北緯42ﾟ50′から同43ﾟ0′，東経143ﾟ0′から同143ﾟ15′ 
―――――――――――――――――― 
*１）北星学園女子短期大学，幼稚園教諭・保母養成所 *２）北海道大字理学部（昭和48-51年度北海道開発庁併任）*３）帯広畜産大 
学 *４）北海道教）大学 ）分校  *５）幕別町立古舞小学校 *６）北海道立当別高等学校 
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の範囲を占める．行政区画は，帯広市・上川郡・河西郡・河東郡・中川郡に分けられている． 

本地域の地形は，中央部を西から東へ横断して流下する十勝川によって，北部と南部に２分される． 

両地域とも，鮮新－下部更新統を基礎とし，北と南からそれぞれ十勝川に向って緩く傾斜するいくつか 

の扇状地地形・段丘地形と，その間を南北方向の流路をとる十勝川の諸支流及び氾濫原からなる． 

これらの扇状地地形・段丘地形は，十勝平野を形成する扇状地群・段丘群に連なる広大な地形の一部 

で，本地域では６つの台地に区分される（第１図)． 

北部 ①美
び

蔓
まん

台地南部：北西部の標高180 m前後から中央部の標高100 m前後まで連なり，北西か 

ら南東方向に緩く傾斜する． 

②士幌
し ほ ろ

台地南部：美蔓台地の東に，中央部から北東部一帯に標高80mから40m前後を示し， 

北から十勝川北岸にかけて南へ緩く傾斜する． 

南部 ③御影台地東端部：西端の標高160mから120m前後を示し，南から北へ傾斜する． 

④上帯広台地北部：南西部から中央部西よりに，標高170mから80m前後を示し，南から北 

北東方向に緩く傾斜して拡がる． 
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⑤上札内台地北部：南東部では，標高90 mから60 m前後を示し，南北方向に帯状に発達す 

る． 

⑥幕別台地西縁部：南東端では，上札内台地より一段高く，標高140 mから100m前後を示 

し，北方へ緩く傾斜する． 

それぞれの台地は，高度・面の形態・堆積物の違いなどから，いくつかの地形面に区分される． 

なお，上帯広台地・上札内台地には，恵庭a降下軽石堆積物（En-a）の二次堆積からなる古砂丘群 

が発達し，起伏のある波状地形を呈する． 

本地域を西から東へ横断して流下する十勝川は，その中流部にあたり，各台地の間を刻む諸支流が， 

流する．北部では，東から音更
おとふけ

川，然
しかり

別
べつ

川が北から南へ流下する．美蔓台地においては，台地の伸長方 

向に平行する平和川を，流する然別川の支流のシプサラビバウシ川と鎮
ちん

錬
ねる

川が北西から南東方向の流路 

で深い谷を刻んでいる．南部では，東から途
と

別
べつ

川，札内川，美
び

生
せい

川が南南西から北北東へ流下する．台 

地を刻む中・小河川としては，御影台地の渋山川を，流する芽室川，ピウカ川，上帯広台地の帯広川， 

売買
うりかり

川がありいずれも南南西から北北東の流路を示している． 

 

Ⅰ．２ 扇状地面・段丘面群 

 

本地域の各台地に発達する新旧の扇状地面・段丘面群は，これらを形成する礫層及び平坦面をおおう 

降下火砕堆積物・ローム層・古土壌などを示準層として地形面区分が可能である．十勝団研（1978）は， 

十勝平野全域の地形面区分を明らかにしたが，地形面は地域別に異なる名称で呼ばれているので，本図 

幅では，標準的に発達する南部十勝平野の地形面（十勝団研，1978１）;小坂ほか，1979）の名称を可能 

なかぎり踏襲し，形成時代順に整理し記述を行った． 

古期扇状地面及び段丘面群は，古期から新期に，①光地園面及び美蔓面，②共栄面・芽室面及び北居 

辺Ⅱ面，③上更別面Ⅱ，④基
もとい

松
まつ

面に区分する．新期扇状地面及び段丘面群は，同じく，①上札内Ⅰ面及 

び鈴蘭面，②上札内Ⅱa面及び駒
こま

，
ば

面，③上札内Ⅱb面及び大和
だ い わ

面に区分する．完新世の地形面は，河 

岸段丘面である中札内面及び音更面と，現河床氾濫原面である（第１表，第２図)． 

これら新旧の扇状地面及び段丘面群のうち，扇状地礫層の形成にかかわるのは，古期扇状地礫層で構 

成される御影台地の光地園面，美蔓台地の美蔓面と，新期扇状地礫層で構成される上札内台地の上札内 

Ⅰ面，士幌台地の鈴蘭面である．地の地形面は，新旧の扇状地礫層を， して形成された地地面である．  

これらの平坦面群の対比や，新旧の判定に有効な示準層は，降下火砕堆積物・ローム層，古土壌の 

“古赤色土”･“白粘土”である． 

降下火砕堆積物・ローム層は，上位から
たる

前
まえ

b降下軽石堆積物（Ta-b)，十勝火山灰（To-c)２)． 


たる

前d降下軽石堆積物（Ta-d）ソフトローム，ボール状ローム，恵庭a降下軽石堆積物（En-a)，支笏
し こ つ

 

降下軽石堆積物１（Spfa１)，支笏降下軽石堆積物２（Spfa２)，支笏降下スコリア堆積物（Ssfa)３） 

及び赤褐色ロームに区分される．地形面と示準層との関係を模式化して第３図に示した． 

――――――――――――――― 

１）十勝団研編（1978）十勝平野．地団研専報，No．22の数項目にわたる引用文献については，十勝団研（1978）と記載する． 
２）この火山灰について，区分可能なところは，To-c1，To-c2に細分する． 

３）以下，各降下火砕堆積物については記号を用いる． 



   - 4 - 

 

 

 



   - 5 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ．２．１ 古期扇状地面及び段丘面群 

光地園面及び美蔓面 

古期扇状地礫層で構成され，面堆積物として“白粘土”をのせる最高位の地形面を，南部では光地園 
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面，北部では美蔓面と呼ぶ． 

光地園面：南部日高山脈東麓において，上豊似図幅地域の大樹町町営）成牧，（旧光地園部落一帯） 

をのせる標高400m前後を示す平坦面を，光地園面の模式地とする（十勝団研，1965，1968；秋葉ほ 

か，1975)．この面は，模式地付近を分布の南限として，日高山脈の東麓にそって，北西方向にほぼ連 

続する分布を示し，本地域の御影台地の光地園面に連なる． 

本地域の光地園面は，御影台地の東端，ピウカ川左岸で報国
ほうこく

部落をのせ，標高160m前後から120m 

前後にかけて北へ傾斜する開析された地形を示す．西ないし南縁は下位面と漸移関係であるが，東縁は 

ピウカ川河床面と比高40m前後の急崖を形成する．この崖で光地園礫層は認められるが，上位の“白 

粘土”は認められない． 

美蔓面：十勝川と然別川にはさまれ，石狩山地南麓から音更町国見山
くにみやま

にかけて35 kmに及ぶ西へ湾曲 

した台地状の平坦面を美蔓面の模式地とする（国府谷ほか，1969；松澤ほか，1978c)．この面は，美蔓 

礫層で構成され，光地園面同様その上位に“白粘土”が発達する． 

本地域に分布する美蔓面は，本地域最高位の地形面である．北西端の標高180m前後から南東方向 

へ緩く傾斜し，台地南東端の国見山で標高118mで，下位面あるいは現河床と比高60 m前後を示す． 

本面は開析が進み，面の伸長方向と平行に鎮錬川，シプサラビバウシ川等が深い谷を刻んでいる．河川 

勾配は緩く，谷壁もなだらかであるが，河口付近では下刻が進み，国見山付近で現河床面と比高60 m 

の急崖を形成する． 

共栄面・芽室面及び北居辺Ⅱ面 

赤褐色ロームをのせる最も古い地形面を，南部では共栄面・芽室面，北部では北居辺Ⅱ面と呼ぶ． 

共栄面：十勝池田図幅地域の豊頃丘陵北部で，最高位面をとりまくように分布する標高110m前後の 

平坦面を共栄面の模式地とする（十勝団研，1965，1968；小坂ほか，1978)．この面は，模式地のほか 

幕別台地にも分布する． 

本地域の幕別台地で共栄面は，標高140 m前後から100 m前後の北へ傾斜する平坦面を形成する． 

北縁は下位面と漸移関係であるが，西縁は現河床面と比高50m前後の，南南西から北北東方向に直線 

的に連なる急崖をなし，断層崖的特徴を示す．また，西縁の伸長方向に直交する流路の短い小沢が深い 

谷を刻んでいる． 

本面を形成する礫層は，すべて光地園礫層であって，本面が光地園礫層の， 面であることがわかる．  

芽室面：御影台地の芽室
め む ろ

町西芽室をのせる標高110 m前後，現河床面との比高40 m前後を示す平坦 

面を芽室面と呼んでいる（橋本，1954；松澤ほか，1978 b)．渋
しぶ

山
さん

川流域の芽室町東報徳付近及び報国付 

近の御影台地東縁に標高120 mから110 m前後で，現河床面との比高40 m前後を示す地形面も同じ 

地形面である．これらの地形面は，十勝川・芽室川及びその支流の渋山川が，光地園礫層を， して形  

成した河岸段丘面である．周辺部は開析され深い谷を刻むが中央部は平坦である．報国付近では，南か 

ら北へわずかに傾斜し，南北方向の谷が刻まれている． 

光地園礫層の， 面上に薄い河岸段丘礫層とこれをおおう赤褐色ローム， Ssfa，Spfa１をのせてい 

る． 

美蔓台地の西縁には，芽室町 祥
しょう

栄
えい

，上関
かみせき

山
やま

をのせ，標高120mから100m前後を示して南へ緩く傾 
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斜し，北西から南東方向に伸びる平坦面が分布する．この地形面は，面の伸長方向と斜交または直交す 

る南北方向の小沢が刻まれ，やや開析されている．美蔓面とは比高50m前後を示すが，下位面とは若 

干の比高を示すにすぎない．模式地の芽室面と同じく，十勝川が美蔓台地の西縁を， して形成した河  

岸段丘面で，十勝川の， は渋山層に及んでいる．十勝団研 （1968)，松澤ほか（1978 b)，国府谷ほか 

（1969）の下佐幌面にあたる． 

北居辺Ⅱ面：士幌台地中部において，上士幌図幅地域の上士幌市街の東を模式地として，北居辺Ⅰ面 

の西側に分布する平坦面を北居辺Ⅱ面と呼ぶ（右谷ほか，1973；松澤ほか，1978 b)．この面は，士幌台 

地中部から南部に広く分布する． 

本地域では，音更川左岸に，標高90 mから60 m前後を示して，南南東方向へ傾斜する幅1 kmほど 

の帯状の地形面として分布する．この地形面は，北居辺Ⅱ面が音更川の， からとり残された平坦面で  

あり，東縁及び南縁は，下位面とは漸移関係であるが，西縁は，南北方向を示し，直線的に現河床面と 

比高20m前後の急崖を形成する．北居辺Ⅱ面は，北居辺礫層の， 面である．  

南部の中期更新世末の地形面は，共栄面，上更別面Ⅱ，基松面に細分可能であるが，北部及び御影台 

地の北居辺Ⅱ面と芽室面は，現在のところ南部のように細分する資料に乏しく，未区分地形面として取 

り扱う． 

上更別面Ⅱ 

赤褐色ロームをのせる共栄面の， 面を上更別面Ⅱと呼ぶ．  

幕別台地において，共栄面の北をとりまくように分布する，やや開析された面を上更別面Ⅱの模式地 

とする（十勝団研，1968；小坂ほか，1978)． 

本地域の幕別台地では，共栄面の北側に標高100m前後の平坦面を形成して分布する．共栄面とは 

漸移的であるが，西縁は，南南西から北北東方向の直線的な急崖で切られ，現河床面と比高50mを示 

す． 

本面は光地園礫層の， 面である．  

基松面 

上帯広台地の帯広川と売買川との間に拡がる扇状地面を基松面の模式地とする（小坂ほか，1978)． 

本面は，赤褐色ロームを， した最も新しい地形面である．  

本地域の基松面は，帯広市北基松，大空町，帯広空港をのせる，北東に緩く傾斜するやや開析された 

平坦面で，南端の基松町で標高115m前後，北端の帯広市共栄で標高70 mを示し，北へ向って東西の 

幅は広くなる．面上には，南から北へ向かう小規模な開析谷がみられる．東縁は，下位の上札内Ⅰ面と 

は漸移するが，西縁は，上札内Ⅱa面と比高数mを示す．北伏
きたふし

古
こ

以北では，帯広川に，られ，直接現河 

床面と接し，比高20 mの急崖を形成する．北縁の扇端部は十勝川に，られ，上札内Ⅱb面と比高10 m 

前後を示す． 

上帯広台地の西縁，芽室町坂
さか

ノ上
の う え

から新生
しんせい

にかけての美
び

生
せい

川右岸に，標高170 m前後から115 m前 

後を示す．幅500m内外の高まりとして分布する．東縁は上札内Ⅰ面と漸移関係であるが，西縁は美 

生川に，られ，現河床面と比高20mを示す急崖を形成する． 

これらの地形面は，いずれも光地園礫層の， 面である．  
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Ⅰ．２．２ 新期扇状地面及び段丘面群 

上札内Ⅰ面及び鈴蘭面 

Spfa１をのせる最も新しい地形面を，南部では上札内Ⅰ面，北部では鈴蘭面と呼ぶ． 

上札内Ⅰ面：上帯広台地の東部，売買川と札内川左岸の間に拡がる扇状地面を上札内Ⅰ面の模式地と 

する（十勝団研，1968；小坂ほか，1978)．この面は，売買川が基松面の東部を， して形成した地形  

面である． 

本地域の上札内Ⅰ面は，南端で，標高は西側が105 m，東側が85m，扇端の帯広市稲田
い な だ

町付近で80 

m前後を示し，北東へ緩く傾斜する平坦面を形成する．東縁は基松面と漸移関係であるが，西縁は札内 

川に， され，下位の上札内Ⅱ b面とは若干の比高を示す．現在の売買川は，堤防により流路を規制さ 

れているが，地形面上には，旧売買川とその支流による網状開析谷がみられる．また，En-aの二次堆 

積による古砂丘の高まりが，面の東側に多数分布する． 

上帯広台地の西部，美生川と帯広川に上まれて，基松面の東部を帯広川が， して形成した上札内Ⅰ  

面が発達する．ここでも地形面は，北東へ緩く傾斜するが，南端部の標高はやや高く，西縁が170m, 

東縁が120 m，扇端部が75 mを示し，売買川流域より傾きがやや急である．西縁は芽室町坂ノ上から 

新生にかけては基松面と漸移関係であるが，それから以北，扇端部及び東縁は，美生川，十勝川及び帯 

広川に， され，下位面と比高数 mから10m前後の崖を形成する．地形面は，ほとんど開析されてい 

ないが，En-aの二次堆積の古砂丘の高まりが多数分布する．古砂丘は，ここでも東側ほど個数が多い． 

上札内台地の上札内Ⅰ面は，札内川と途別川にはさまれた帯広市愛国東側の標高90mから依田
よ だ

の標高 

60 mにかけて，幅1.5 km内で南北に長く分布する．西縁は札内川に，東縁は途別川に，られて，一 

部上札内Ⅱb面と漸移関係を示すほかは，現河床面と比高10 m内外の崖を形成する．地形面の東側で 

は，En-aの二次堆積による古砂丘が吹き寄せられた形で認められる．この地域では，光地面礫層の上 

位に厚い上札内Ⅰ礫層が発達して，上札内Ⅰ面は，上札内Ⅰ礫層の堆積面の特徴を示している． 

このほか，上札内Ⅰ面は，御影台地の芽室川左崖，芽室町高岩
たかいわ

の西にわずかに分布する． 

鈴蘭面：士幌台地の音更町下
しも

音更
おとふけ

一帯に分布する平坦面を鈴蘭面の模式地とする（松澤ほか，1978 b)． 

本地域の鈴蘭面は，北端の標高85 mから音更町鈴蘭公園で標高60 mを示す，南東方向へ緩く傾斜 

する平坦面を形成する．北東縁は，駒，面と漸移関係であるが，西縁は然別川に，られ，下位面との間 

に段丘崖を形成する．東縁は，音更川に，られ，音更面と比高20mを示す．面上には，面の伸長方向 

と平行に，小規模な開析のあとが認められる．鈴蘭公園付近では，北居辺礫層の上位に厚い上士幌礫層 

が発達し，鈴蘭面は，上士幌礫層の堆積面の特徴を示している． 

士幌台地には，音更町藤ヶ丘にも，本地形面の小規模な分布が認められる． 

美蔓台地の西縁，清水町高台には，標高100 m前後から南東方向へ緩く傾斜し，芽室町美蔓の標高 

80mにかけて鈴蘭面相当面が分布する．この面は，十勝団研（1965)，松澤ほか（1978 b）の屈
くっ

足
たり

面に 

あたる．本地形面は，分布からみて美蔓台地の西縁を旧十勝川が，って形成した河岸段丘面であり，上 

位面と下位面とはわずかの比高を示す．地形面上には，面の伸長方向と斜交する小沢が認められるほか 

は平坦である． 

美蔓台地の東縁，鎮錬付近にも然別川による河岸段丘の形態を示して分布する．標高90mから80m 
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前後のほとんど開析されない平坦面で，東縁は然別川によって，られ，現河床面と比高 5-7mを示す． 

本地形面は，松澤ほか（1978 c）の鹿追面の南端部にあたる． 

上札内Ⅱa面及び駒場面 

En-aをのせる最も新しい地形面を，南部では上札内Ⅱa面，北部では駒，面と呼ぶ． 

上札内Ⅱa面：大正図幅地域で、戸
と

蔦
つた

別
べつ

川下流左岸に主として分布する平坦面を上札内Ⅱa面の模式 

地とする（十勝団研，1968，1978)． 

本地域では，上帯広台地の芽室町中伏
なかふし

古
こ

付近の帯広川流域に，基松面の西縁を，って小規模に分布す 

る．上札内台地では，上札内Ⅰ面を途別川と札内川が，って，幕別町古舞
ふるまい

西方と国鉄広尾線依田駅をの 

せて，南北方向に幅狭い分布を示す． 

駒，面：中士幌図幅地域で音更川右岸の駒，部落をのせる平坦面を駒，面の模式地とする（松澤ほか， 

1978b)． 

本地域での駒，面は，鈴蘭面の東縁を音更川が，った， 面であり，ほとんど開析されていない．東  

縁は，北から南へほぼ直線的に流下する音更川に，られ，音更面との比高は15m前後を示す．西縁は， 

鈴蘭面と漸移関係であるが，音更町市街西から木野市街西にかけては若干の比高が認められる．本地形 

面では，水磨されたEn-aの二次堆積物が認められる． 

上札内Ⅱｂ面及び大和
だ い わ

面 

En-aをのせない更新世末期の， 面を，南部では上札内Ⅱ b面，北部では大和面と呼ぶ． 

上札内Ⅱb面：大正図幅地城の上札内台地において，上札内市街付近を南限として，北東ないし北北 

東に拡がる扇状地状の平坦面を上札内Ⅱb面の模式地とする（十勝団研，1968；小坂ほか，1978，1979)． 

本地域の上札内Ⅱb面は，上帯広台地において，美生川とピウカ川に上まれた芽室町美生と同芽室市 

街をのせる，標高160 mから75m前後の平坦面と，上札内Ⅰ面・基松面の北側をとりまく標高60 m 

前後の平坦面として分布する．起伏はほとんどなく平滑で，面を刻む小沢も発達しない．本地形面と上 

札内１面及び基松面とは，比高10-15mを示す． 

上札内Ⅱb面には，薄い礫層と暗褐色砂質のソフトローム・Ta-dを上んで腐植層が累重しいる．帯 

広川下流域の低湿なところでは泥炭がみられる．美生川流域の上札内Ⅱｂ面には，光地園礫層や渋山層 

を直接おおって，光地園礫層の再堆積と考えられる厚さ数m以下の礫層が見られる．したがって，こ 

の面は古い扇状地状の地形を開析して形成された地形面である．上札内Ⅰ面及び基松面の北側に分布す 

る上札内Ⅱb面は，十勝川によって上札内Ⅰ面と基松面の北側が側方地地されて形成された河岸段丘面 

の形態を示す． 

同様の地形面が，帯広市川西付近にも小規模に分布する． 

大和面：士幌台地において，然別川と十勝川との，流点付近で音更町大和部落をのせる河岸段丘面を 

大和面の模式地とする（松澤ほか，1978 b)．本面は，音更町下士幌，美蔓台地西縁の芽室町毛根
け ね

にも分 

布し，それぞれ上士幌面，熊牛面（松澤ほか，1978 b）に相当する． 

模式地の本面は，標高60m前後で，南北方向の分布を示す起伏のない平坦面である．然別川が鈴蘭 

面の西縁を側方地地した河岸段丘面で，鈴蘭面とは比高5 m前後を示す．南縁は十勝川に，られ，現 

河床面との比高は6m前後を示す． 
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音更町下士幌では，標高80mから50mを示し，南南東へ緩く傾斜する平滑な地形面が分布する．西 

縁は上位面と漸移関係であるが，南縁は十勝川に切られ，現河床面と比高5 m前後を示す．本地域で 

は，本面の南端部が見られるにすぎないが，士幌台地に北へ向って広い分布を示す． 

美蔓台地西縁においては，芽室町毛根一帯に，十勝川の， によって形成された標高 90m前後の平 

滑な地形面が，鈴蘭面相当面を取りまくように分布し，芽室町北芽室で沖積面との比高が高く5 mに 

達する． 

北部に分布するこれらの地形面は，上札内Ⅱb面同様，面堆積物である薄い礫層，ソフトローム及び 

腐植を累重しているにすぎなく，鈴蘭面を， した河岸段丘面である．  

 

Ⅰ．２．３ 完新世の地形面 

中札内面及び音更面 

腐植層（腐植質火山灰層）のみをのせる完新世の河岸段丘面を，南部では中札内面，北部では音更面 

と呼ぶ． 

中札内面：大正図幅地域の中札内部落をのせる，上札内Ⅱb面より１段低位の河岸段丘面を中札内面 

の模式地とする（小坂ほか，1978，1979)． 

本地域の中札内面は，ピウカ川下流右岸，美生川下流域及び札内川左岸の帯広市川西と同稲田町付近 

に小規模な分布を示すほか，十勝川右岸の西帯広付近から十勝川と札内川の，流点付近にかけて，やや 

広い分布を示す．本面は，上札内Ⅰ面及び上札内Ⅱb面を， した河岸段丘面である．  

音更面：士幌台地において，音更町市街をのせ，音更川流域に十勝川との，流点まで分布する河岸段 

丘面を音更面の模式地とする． 

本面は，模式地のほか，十勝川左岸の芽室町毛根から芽室町西士狩にかけてと，然別川下流左岸に分

布する．然別川左岸の本面は，後大和面（松澤ほか，1978b）にあたる．これらの地形面は，いずれも 

平坦で，現河床面との比高3m前後を示し，鈴蘭面及び大和面を， した河岸段丘面である．  

氾濫原 

十勝川とその支流の諸河川の流域には，幅1 km前後から数kmに及ぶ沖積氾濫原が分布する．とく 

に，札内川と音更川が十勝川に，流する付近では，広い氾濫原が発達し，帯広市街の一部をのせてい 

る．この氾濫原には，多くの市街や集落が形成されているので，盛土による堤防が構築され，現河床氾 

濫原の発達を規制している． 

 

Ⅰ．３ 古砂丘地形 

 

十勝平野南部には，En-a，Spfa１の二次堆積による内陸古砂丘が発達する．本地域内にも上帯広台 

地及び上札内台地には数多くの古砂丘地形が分布する（十勝団研・砂丘グループ，1970；木村ほか， 

1970，1972，1978)．内陸古砂丘は，細粒で比重の小さい火山砕屑物（En-a，Spfa１）が風により再移 

動した結果形成されたものである．したがって，古砂丘の分布は，砂丘砂の供給源である，十勝平野に 

大量に分布するEn-a及びSpfa１の分布範囲と地形に規制される． 



   - 11 - 

本地域のEn-a古砂丘は，上札内Ⅰ面に限って分布する．基松面は開析が進み古砂丘は残存しない 

（第４図)．Spfa１古砂丘は，Spfa１の中心軸がEn-aの分布の中心軸より南にあるため，本地域以南 

に主として分布する． 

独立のEn-a古砂丘の形態は，大部分が半紡錘形をし，底面は長楕円形である．比高5 m以上の大 

型古砂丘は10％未満で少なく，比高1-3mの小型古砂丘が半数を占める．平均比高は，北西から南東 

へ向って低下する．長軸の方向は北30ﾟ西を中心に一定した方向を示し，振れは比較的少ない． 

同一地形面における古砂丘の分布状態は，南東側に多く，それらは，長軸に平行して配列するものが 

多い．これは，地形面が南南西から北北東へ緩く傾斜していることと，北西の卓越風の影響によって， 

南東側ほど飛砂の供給が潤沢であったことがうかがえる． 

十勝川以北の台地では，En-aの堆積量が少ないこと，流水の影響下にあったこと，地形的に卓越風 

の影響の少ないことなどから，古砂丘の分布は認められない． 
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Ⅱ．地 質 概 説 
 

本地域を構成する地質・地形面堆積物は，新第三紀鮮新世ないし第四紀更新世前期にわたる十勝累層 

群の中部層（池田層)・上部層（長流
お さ る

枝
し

内
ない

層)・最上部層（渋山層）と，これをおおって広く分布する第四 

紀更新世中－後期の扇状地礫層と河岸段丘堆積物・降下軽石堆積物・ローム層・古土壌である（第２表)． 

上部鮮新統の池田層は，直接地表に露出することなく，帯広市内の温泉ボーリングでその存在が確め 

られるにすぎなく，分布・構造の詳細は不明である． 

最上部鮮新統の長流枝内層４）は，幕別台地の西縁にわずかに露出し，幕別台地の西縁を通る居辺断層 

に切られる．帯広盆地内では，渋山層及び扇状地・段丘堆積物におおわれ，池田層と同じく，地表には 

あらわれない．温泉ボーリング及び水井戸の資料によると，小堆積輪廻を示す．亜炭を上む緻密な火山 

灰・軽石を含む細砂礫・砂・シルト層からなり，Natica sp．，Panope sp．，Macoma sp.などの貝化石 

と，Cribroelphidiom oregonense などの有孔虫化石を産する． 

下部更新統の渋山層は，基底層である屈足
くったり

溶結凝灰岩層・芽登
め と ろ

凝灰岩層が長流枝内層を不整，におお 

い，これに亜炭を上む凝灰質砂・シルトないし礫層（渋山層主部）が累重する陸成層である．本地域に 

発達する諸台地の基盤を構成し，台地を刻む河川の河崖に露出するが，扇状地及び段丘堆積物におおわ 

れる．分布の東縁は居辺断層で限られている． 

中－上部更新統は，光地園礫層・美蔓礫層・北居辺礫層などの古期扇状地礫層と，上札内Ⅰ礫層・上 

士幌礫層などの新期扇状地礫層，これら新旧の扇状地礫層をおおう古士壌，ローム層及び降下火砕堆積 

物である． 

光地園礫層と美蔓礫層は，それぞれ，本地域南方の日高山脈と北方の石狩山地から供給され，渋山構 

造盆地を埋積した広大な扇状地状の礫層で，クサレ礫（くさり礫）を特徴とする．これらの礫層の基底 

の高度には，後で詳述するように，中期更新世以降の構造運動による地域的変位が認められる． 

北居辺礫層は，光地園礫層・美蔓礫層の堆積に続いて，士幌台地の構造的凹地を埋積した扇状地状の 

礫層である． 

上札内Ⅰ礫層及び上士幌礫層は，音更川と札内川を結ぶ構造谷を埋積したと考えられる扇状地礫層で 

ある． 

これら新旧の扇状地礫層は，地形の項で述べたように，光地園面・美蔓面や上札内Ⅰ面・鈴蘭面のほ 

か，多くの広い， 面を形成して分布する．それぞれの地形面には，局所的な薄い礫層，古土壌，ロー  

ム層及びそれらに上まる降下火砕堆積物からなる面堆積物が発達する． 

そのほか，上帯広台地，上札内台地には，En-aからなる古砂丘堆積物が発達する． 

 

Ⅲ．鮮新－下部更新統，十勝累層群 
 

本地域を含む十勝平野の分布する鮮新－下部更新統は，古くは大石・渡辺（1932）によって,“池田 
――――――――――――― 

４）長流枝内層を上部池田層と呼び，その時代を更新世に含ませる見解（向山ほか，1980：本間，1980）が最近提唱されている．さら 
に詳細な検討が必要でるが，それは別の機会にゆずることとし，本報告では，十勝団研（1978）に基づいて記述する 
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層”,“帯広層”と命名された海成層－陸成層である．その後，これらの地層の層序・地質構造について， 

根本ほか（1933)，橋本誠二（1954)，橋本亘（1955)，岡崎（1957)，長尾・三谷（1960)，鬼塚（1962)， 

三谷（1964)，国府谷ほか（1969)，岡（1973，1976 a，b）など多くの研究がなされてきた．また，十勝 

団研は，十勝平野の地史解明のため総，的研究を続けてきた（松井ほか，1970；松井・山口，1970；山 

口，1970；山口ほか，1973 a，b；松澤ほか，1974；宮坂ほか，1974；松井ほか，1975；十勝団研，1978)． 

一方，中新統層序・構造発達史については，宮坂（1970 MS)，山口（1970)，松井ほか（1974)，秋葉 

ほか（1975)，宮坂・菊地（1978）などの研究がある．これらの研究成果をふまえて，山口ほか（1978 c） 

は，十勝平野における鮮新－下部更新統を第３表に示すように，下部（本別層，駒畠含化石層，足寄 

層)・中部（池田層)・上部（長流枝内層・居
おり

辺山
べ や ま

層)・最上部（渋山層，中里
なかさと

層）に４分し，これらの 

諸層にたいして，三谷ほか（1958）の“十勝層群”を再定義して，新たに「十勝累層群」と呼ぶことを 

提唱している．本地域の直接的基盤として分布し，地表に露出しているのは，上部（長流枝内層）及び 

最上部（渋山層）である． 

 

Ⅲ．１ 長流枝内層（Os） 

 

命名 松井ほか（1970)，長流枝内層． 

模式地 本地域に隣接する十勝池田図幅地域の千代田堰堤付近から豊田にいたる十勝川北岸． 

分布 十勝構造盆地の北東部及び南東部を除く，中央－西部にかけて広く分布する． 

本層の地表での分布は，十勝池田図幅地域の長流枝内丘陵南部から池田町東部と豊頃丘陵北部をとり 

まいて，幕別台地北部の猿別背斜の西翼に連なる地域が主体を占める．帯広盆地内部５）では，渋山層及 

び扇状地・段丘堆積物におおわれ地表にあらわれないが，深井戸の資料によると，帯広盆地のほぼ全域 

にわたって分布し，その南方延長は，忠 類
ちゅうるい

図幅地域の忠類付近に達する盆状の構造を示している． 

本地域では，南東部の豊頃丘陵西縁の露頭で観察されるにすぎない． 

層相 十勝平野のほぼ全域にわたって広く分布する長流枝内層は，総体的に浅海－汽水－淡水相を繰 

り返す地層であるが，長流枝内丘陵・幕別台地など東部と，中央部－西部の帯広盆地とでは，層相に著 

しい違いが見られる．すなわち，東部は，流水の影響下で堆積した砂・砂礫層とシルト・亜炭層が多く 

の輪廻層を形成する．松井ほか（1970）は，模式地周辺において，下部に砂礫層，中部に砂・シルト層， 

上部に砂礫層が卓越する傾向を示し，それぞれ部分的には同時異相の関係が見られる一連の地層である 

とし，下位から下部砂礫層，中部砂・シルト層，上部砂礫層に大別した．中央部－西部は，南に開口し 

ていた内湾状を示す長流枝内堆積盆の中心域を示す．浅海－内湾相を示す厚い砂・シルト層が卓越し， 

貝化石・有孔虫化石が多数含まれるほか，多くの層準に亜炭層が上まれ，海水－淡水相の繰り返しを示 

している．この層相は，東部の中部砂・シルト層の層相に類似する（第５図)． 

本地域の幕別台地西縁には，模式地の中部砂・シルト層にあたる，シルト・亜炭を上む青灰色の砂層 

が分布する．この層相は，幕別台地西北端まで断続する露頭でみられ，台地西北端の幕別温泉への登り 

口の道路片くずしでは，青灰－褐色の硬質シルト－細粒砂から貝化石を産する．殻は溶け去っているが, 
――――――――――――――――― 

５）北縁は然別火山群南麓，南縁は後述する十勝中央構造帯，東縁は居辺断層，西縁は佐幌台地東縁（岩松断層）の拡がりを示し，そ 
の中心に帯広市が位置する内陸盆地を帯広盆地と呼ぶ． 
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Mya japonica がきわめて多く，Clinocardium sp．が認められる．また Echinarachnius sp.が多産す 

る． 

帯広盆地には，数多くの水井戸及び温泉ボーリングの資料がある（第６図)．これらの資料によると， 

本層は，粘土・シルト・砂質シルトからなり，砂層ないし薄い礫層と亜炭層を上み，貝化石を頻繁に産 

する．貝化石は，破砕され同定できるものは少ないが，Natica sp．，Panope sp．，Macoma sp．などで 

ある．(第６図の３，５，６，８，９，20，21など)．さらに岩相を詳細に検討すると，地表下100-120 

m（海水準－70m前後）の含化石層または亜炭層の上位に，軽石の小片をまじえほとんど淡紫色の石 

英粒からなる粗粒砂が認められる（第６図の３，５，８，26)．この淡紫色の石英粒は，十勝平野北西 

部に分布するペンケニコロ溶結凝灰岩層（山口ほか，1978 a）の軽石の斑晶の石英と同質であり，ペン 

ケニコロ溶結凝灰岩層の分布が，帯広盆地の中心域に達したことを示している． 

層厚 長流枝内層は，分布地域の東部の長流枝内丘陵・幕別台地では，層厚120-170mを示してい 

る．しかし，幕別台地の西縁から帯広盆地の中央部にかけて層厚を増し，温泉ボーリング（第６図の７） 

によると，地表下775.5 m（海水準－735.5）に達し，ここでは，厚さ700 m以上の厚層を読みとる 

ことができる．これ以深の160m＋は，池田層と推定され，小堆積輪廻を示す亜炭層を上む細砂礫・ 

シルト層であり，最下部に顕著な凝灰岩が認められる． 

化石 本地域の資料はすべて水井戸ないし温泉ボーリングによるものであり，貝化石は破砕され同定 

できるものは少ない．貝化石は，Natica sp．，Panope sp．，Macoma sp．，などである．有孔虫化石は， 

Elphodium bartletti，Ｅ．Clavatum，Cribroelphidium oregonense を主とし，Buccela frigidus， 

Buliminella elegantissima  を伴う．また，日甜芽室工，（第６図の26）の地表下130 mからイルカ 

の脊椎骨を産出した． 

地表にあらわれる長流枝内丘陵・幕別台地では，先にふれた幕別温泉登り口のほか，多くの化石産地 

が知られ，松澤ほか（1978 a）によると第４表に示す動物化石の産出が認められている．貝化石のおも 

なものは，Glycymeris yessoensis，Callithaca adamsi，Peronidia sp．，Macoma sp．，Mya japonica 

など寒流系内湾性を示すもののほか，下部に Umbonium costatum など暖流系種が認められる．また， 

Acila gottschei（中新世－鮮新世)，Spisula kurikoma（中新世)，Soletellina minoensis（中新世）の 

絶滅種が含まれている．幕別温泉への登り口に限ってEchinarachnius sp.を産する．このほか，下 

部砂礫層からクジラの化石骨の産出が知られている（木村ほか，1973；木村，1975，1978)． 

花粉化石については，星野・小坂（1978）による，長流枝内丘陵東部に分布する本層の研究があり， 

第７図に示したような結果が得られている．それによると，上部と下部ではPiceaを多数産し，中部 

はPiceaにかわり，Abies，Betulaが増加する傾向が見られる． 

層位関係 下位の池田層との層序関係が確かめられるのは，長流枝内丘陵・幕別台地で，池田層最上 

部の Mytilus bedをを層にして，東側ほど著しい， が認められる （松澤ほか，1978 a)．本地域を含む 

帯広盆地中央部は，厚い層厚が示すように，池田層から長流枝内層へと沈降が連続した地域であって， 

その間に， はほとんどそいと推定される．また，西部の新得図幅地域では，水井戸の資料によると，  

池田層以下の地層を欠き，直接本層が花崗岩類に累重する． 

本地域を含む帯広盆地中央部では，本層は渋山層におおわれる．東部の長流枝内丘陵・幕別台地では， 
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直接地表にあらわれるほかは，光地園礫層などの古期扇状地礫層におおわれる．一方，帯広盆地の南西 

部の日高山脈東麓では，光地園礫層におおわれ，南部の更別村付近では，一部中里層におおわれる． 

 

Ⅲ．２ 渋山層 

 

命名 山口ほか（1973 a)，渋山層；松澤ほか（1978 b)，渋山層． 

模式地 芽室町西士
に し し

狩
かり

の土取，，芽室橋付近の芽室川左岸． 

分布 本地域を含む帯広盆地に広く発達する．すなわち，東は長流枝内丘陵の西縁から十勝川を横切 

って幕別台地の西縁の幕別町古舞に達する居辺断層に限られ，北は，上士幌図幅地域の芽登川右岸から 

然別火山群の南麓を経て，佐幌岳図幅地域の岩松付近に達する．西は，岩松断層（松澤ほか，1978 c） 

に限られ，佐幌台地南部，御影台地東部を経て，芽室町美生の東に至る．芽室町美生と幕別町古舞を結 

ぶ線に分布の南限が推定される． 

本地域は，渋山層の分布範囲のほぼ中心に位置し，美蔓台地の東縁の然別川右岸をはじめ，台地を刻 

むシプサラビバウシ川などの流域に広範囲に露出するほか，御影台地の芽室川左岸，渋山川下流城，上 

帯広台地・上札内台地を刻む美生川・帯広川・札内川などの流域にも露出する． 

層相 渋山層は，芽登凝灰岩層（Mt)・屈足熔結凝灰岩層６)（Kt）と呼ばれた（山口ほか，1978 a）軽石 

流堆積物が主体を占める基底層と，これに累重する亜炭層を挾む凝灰質シルト・砂・砂礫層の渋山層主 

部（Sb）からなる（第８図)． 

芽登凝灰岩層は，上士幌図幅地域の芽登川右岸を模式地とする（松井ほか，1970)．模式地では，厚 

さ1.5mの礫層を上んで上・下に２分され，上部は角閃石・紫蘇輝石を含むデイサイト軽石流堆積物， 

下部は，基底部に降下軽石堆積物を伴う流下岩軽石流堆積物からなる．上部は，模式地周辺に， から  

まぬかれて分布するだけで，この地域以南では認められない．下部は本地域の幕別町古舞付近を南限と 

して広く分布するが，基底部に発達する降下軽石堆積物は，長流枝内丘陵北部まで分布し，それ以南で 

は認められない． 

軽石流堆積物は，脆弱で灰色ないし淡灰色を呈し軽石や火山岩片を含む．軽石は一般に，3-5 cm大 

のものが多く，白色ないし灰白色で有色鉱物を含み発泡はよくない．軽石の鉱物組成は，斜長石＞石英 

＞黒雲母≧角閃石＞不透明鉱物＞紫蘇輝石からなる黒雲母流下岩である． 

屈足溶結凝灰岩層は，新得図幅地域の新得町屈足27号の十勝川左岸の大露頭（27号露頭）を模式地 

とする．模式地及びその周辺において，本層は，岩質と溶結相の発達状態から，下位よりⅠ・Ⅱ・Ⅲ・ 

Ⅳの４つに区分される（山口ほか，1978 a)．このうち，模式地から南へ広く分布するのは，Ⅲ及びⅣで 

ある． 

本地域の芽室町西士狩と芽室橋付近に露出する屈足溶結凝灰岩層は，下限は認められないが，ここで 

の岩相は，淡桃色ないし灰色を呈し，軽石片や火山岩片を含み，斑晶の少ない軽石流堆積物である．軽 

石の鉱物組成は，斜長石＞石英＞角閃石＞紫蘇輝石＞不透明鉱物＞黒雲母からなり，紫蘇輝石・黒雲母 

を伴うデイサイト質である．模式地の屈足溶結凝灰岩層Ⅳに類似する． 

―――――――――――――――――― 

６）屈足熔結凝灰岩の“熔”は以下“溶”と記す． 
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芽登凝灰岩層と屈足溶結凝灰岩層の直接の関係を確められる露頭はない． 

①ボーリングの資料によると（第６図参照）両層は同一層準に位置し，ほぼ連続すると考えられる． 

すなわち，長流枝内層を不整，におおって，渋山層の基底層として発達する． 

②岩相は，先に述べたように，芽登凝灰岩層は，上部は角閃石紫蘇輝石流下岩軽石流堆積物，下部 

は，角閃石黒雲母流下岩軽石流堆積物であり，屈足溶結擬灰岩層は，最上部のⅣがデイサイト質である 
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ほかは，すべて流下岩質である． 

③K-Ar年代は、芽登凝灰岩層の下部が，1.2±2.2m.y.(柴田ほか，1975)．屈足溶結凝灰岩層は， 

Ⅰ及びⅡが，それぞれ0.96±0.10m.y．，0.75±0.38m.y.(柴田ほか，1978）を示している． 

④磁化方位は，芽登凝灰岩層が上部・下部とも東偏の正帯磁を示し，屈足溶結凝灰岩層がⅠの一部に 

逆帯磁がみられるほかは，Ⅰ・Ⅱとも西偏あるいは東偏の正帯磁，Ⅲ・Ⅳはいずれも東偏の正帯磁を示 

している（小久保・田中，1975；田中ほか，1975，1978)，(第５表，第９図)． 
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以上の諸資料から総，的に判断し，芽登凝 

灰岩層の下部・上部を屈足溶結凝灰岩層のⅢ 

・Ⅳに対比する． 

渋山層主部は，美蔓台地を刻む諸河川の流 

域の各露頭でみられるほか，十勝川・音更川 

・帯広川・札内川などの河崖に露出する．基 

底の軽石流堆積物との累重関係は，渋山層の 

模式地のほかは，わずかに音更町北宝来（地 

点12）で認められるにすぎない（第10図)． 

模式地では，最下部に屈足溶結凝灰岩層の二 

次堆積相を示す斜交葉理が顕著な凝灰質砂・ 

シルトの互層が発達し，流水の影響のもとで 

堆積したことを示している．中部から上部に 

かけて，比較的厚い亜炭層を数層上む凝灰質 

砂・シルト層が発達する．また，軽石円礫層 

も多く上まれている．最上部には，亜炭層の 

薄層を挾む凝灰質砂・シルトの互層が発達す 

る．模式地のほか，本地域に分布する渋山層主部は，炭丈10-30 cmの亜炭層を上む凝灰質砂，凝灰質 

シルト，凝灰質砂・シルトの細互層などの厚さ20 cmから数mの互層からなる．この岩相は，渋山層堆 

積盆の中心域に発達し，北方へ追跡すると，凝灰質砂・凝灰質シルトの岩相は次第に厚さを減じ，これ 

にかわって，溶結凝灰岩・安山岩の礫を主とする砂礫層が発達する（第８図の１，２)． 

層厚 模式地の渋山層主部は，上部が，古期扇状地礫層によって， されているが，層厚 28mを示 

す．基底層である屈足溶結凝灰岩層の下限は露出しないが，この地点に近い西帯広から東芽室にかけて 

の水井戸の資料（第６図の24，25，26）では層厚20mを示す．帯広市及びその周辺の水井戸の資料か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第10図 芽室橋上流の渋山層 Sb：渋山層主部 Kt：屈足溶結凝灰岩層 
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第11図 渋山層産化石樹幹の顕微鏡写真（A，B：Quercus；C，D：Abies） 

A，C：横断面（木口面） B，D：半径方向断面（柾目面）（鑑定は帯広畜産大学の三宅基夫教授による） 
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ら推定される渋山層の層厚は，音更町市街付近が最も厚く，渋山層主部の層厚が100 mを越える（第 

６図の１，２)．この層厚が示すように，渋山層堆積盆の中心は音更町市街付近と推定される．帯広盆 

地内で20 m前後の厚さを示す屈足溶結凝灰岩層は，その模式地である27号露頭では，屈足溶結凝灰 

岩層Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳあわせて85 mの厚さとなり，渋山層主部は15 mと薄くなる．芽登凝灰岩層も同 

様の傾向を示す． 

化石 貝化石は，国見山北の露頭で，長尾（1958）によって Pecten yessoensis の産出が報告されて 

いるが，筆者らの調査では，本層から貝化石を見出すことはできなかった． 

植物化石は，西士狩の渋山層主部の中部凝灰質砂・シルト層（第８図の６）から Juglans siebol- 

diana，J.mandshurica の堅果と Abies，Quercus の樹幹（第11図）を産する．美蔓台地北部で，西 

士狩と同一層準に対比される凝灰質砂・シルト層から Juglans schalinensis，Picea jezoensis の堅果， 

種子を産する．この層準と上・下の３層準から Menyanthes trifoliata の種子を産する． 

花粉化石は，星野・小坂（1978）によって西士狩と芽室橋付近の渋山層主部について報告されている 

(第12図，第６表)．西士狩では，試料５ は針葉樹種が少なく，Picea が樹木花粉・非樹木花粉・胞子 

を含めた全体の 6％に対し，広葉樹種はBetula 8％，Alnus 8％，Salix 6％，Corylus 5％と比 

較的多い．非樹木花粉では Cyperaceae が27％と多い．試料４，試料３では，一層広葉樹種の割，が 

増加する．試料２では，針葉樹種，広葉樹種ともに低率となり，ゼンマイ科胞子の Osmundaceae が 

55％と多いのが特徴である．試料１では，Picea 11％，Alnus 19％がみられ，やや冷涼になる傾向を 

示す．芽室橋の資料は，西士狩の比較的下部の層準に対比され，その下部は，長流枝内層よりPicea， 

Abies  が減少するが，Tsuga17％を含むのが特徴である．広葉樹種は  Alnus25％を含む．胞子は 

Polypodiaceae が大量に検出されている．上部では，Picea，Abies が一層減少し，広葉樹種の Alnus 

34％，Betula 20％，Quercus 10％が優位を占める． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第13図 屈足溶結凝灰岩層の基底（屈足27号露頭） 
K tⅠ：屈足溶結凝灰岩層のⅠ（下部は長流枝内層を取り込むと共に乱堆積を示す）O s：長流枝内層の砂礫・シルト
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層位関係 下位層の長流枝内層の砂・シルト層に，渋山層の基底層である芽登凝灰岩層及び屈足溶結 

凝灰岩層が不整，に累重する．この関係が直接確められるのは，新得図幅地域の屈足27号露頭である 

（第13図)．渋山層主部は古期扇状地礫層の光地園礫層及び美蔓礫層におおわれる． 

 

Ⅲ．３ 十勝累層群上部・最上部層の地質時代 

 

十勝累層群上部層（長流枝内層）と最上部層（渋山層）の地質時代は，貝化石，花粉化石，古地磁気 

学的資料，K-Ar 法による絶対年代などから総，的に推定される（第14図)． 
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貝化石・有孔虫化石：長流枝内層の貝化石・有孔虫化石の特徴は，Acila gottschai，Pseudamiantis 

tauyensis，Spisula kurikoma，Soletellina minoensis などの化石種を含むこと，滝川－本別動物群の 

特徴種といわれる Cribroelphidium oregonense を産することである．しかし，これらの化石種のほか 

に，Mya japonica，Glycimeris yessoensis，Spisula voyi，Macoma cf.middendorffi などの貝化石 

と Elphidium bartletti，E．clavatum，Bucccela frigidus などの有孔虫化石を産し，全体として現世 

種が卓越し，滝川－本別動物群の化石鮮集とは区別される．また，Umbonium costatum，Lucinoma 

annulata など暖流系種が認められ，本層は寒暖両要素が交錯している． 

花粉化石：岡崎（1957)，OKAZAKI（1958）は，“池田層”の花粉化石の検討から千住夾炭部層と北邦 

夾炭部層のあいだに温暖から寒冷への気候変化のあったことを述べている．IGARASHI（1976）も，ほぼ 

同層準の花粉化石を検討し，岡崎と同様の見解を述べている．星野・小坂（1978）は，この層準から上 

位の層準へ検討を広げ，前述のように長流枝内層，渋山層の花粉化石の検討を行った．長流枝内層は， 

全般的にPiceaが優勢で広葉樹種の花粉が少なく，池田層上部に引き続いて，寒冷な気候が支配的であ 

った．また，長流枝内層の一部にやや Picea が減少し，Abies や広葉樹種の花粉の優勢な層準もあり， 

一連の寒冷気候のなかにも，やや温暖化した時期が含まれる．渋山層は，長流枝内層と比べ，Picea が 

著しく減少しており，それに対して Tsuga や広葉樹種の Alnus，Quercus が優勢で，全般的に温暖な 

気候条件であったと述べている． 

絶対年代：KANEOKA and SUZUKI（1970）は音更川河床の黒曜石礫について，K-Ar法とフィション・ 

トラック法で年代測定を行い，それぞれ1.53±0.11m.y．，1.65±0.15m.y.と報告している．また， 

十勝地域のK-Ar法による年代測定は柴田賢によって行われた．現在までに得られた結果によると，池 

田層の稲士別凝灰岩層が4.1±1.1m.y．，渋山層の芽登凝灰岩層が1.2±2.2m.y．(柴田ほか，1975)， 

オソウシ川溶結凝灰岩層が2.75±0.16m.y．，居辺山層の黒曜石礫が1.70±0.16m.y．，屈足溶結凝灰 

岩層が0.96±0.10と0.75±0.38m.y.である（柴田ほか，1978)．以上の結果は，稲士別凝灰岩層と 

オソウシ川溶結凝灰岩層のほかは，いずれも更新世前期といえる．居辺山層の黒曜石礫の値は，さきの 

KANEOKA and SUZUKI（1970）の測定値とよく符，する． 

古地磁気：小久保・田中（1975)，田中ほか（1975，1978）によると，池田層下部の稲士別凝灰岩層 

と猿別凝灰岩層は正帯磁，長流枝内層の中・下部は東偏の逆帯磁，上部は西偏の逆帯磁，渋山層の芽登 

凝灰岩層は上・下とも正帯磁，屈足溶結凝灰岩層は最下部に逆帯磁が認められるほかは正帯磁を示して 

いる．オソウシ川溶結凝灰岩層は正帯磁を示し，その上位にあって長流枝内層に夾在するパンケニコロ 

溶結凝灰岩層とペンケニコロ溶結凝灰岩層はいずれも逆帯磁を示している． 

層序関係とこれらの諸資料から，長流枝内層は Matuyama Reversed Epoch の Olduvai event よ 

り古く，Reunion event を上む時期，すなわち，鮮新世末期に形成されたものと推定される．渋山層は 

Jaramillo event 及び Matuyama Reversed Epoch 末を含む前期更新世末にあたると推定される． 

 

Ⅳ．中－上部更新統 
 

本地域で，最も広く分布するのは，中－後期更新世の扇状地礫層と降下火砕堆積物・古土壌などから 
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なる．扇状地・段丘堆積物である． 

十勝団研（1978）は，十勝平野全域を地形的特徴から４つの地域に区分して，中－上部更新統の詳細 

を明らかにした．本報告では，その名称を可能な限り用い，南部と北部の名称を並記して堆積物を区分 

した．すなわち，古期扇状地・段丘堆積物は，下位より①光地園礫層及び美蔓礫層，②光地園面堆積物 

及び美蔓面堆積物，③北居辺礫層，④共栄面及び下佐幌面堆積物，⑤上更別面Ⅱ堆積物，⑥基松面堆積 

物に区分する．新期扇状地・段丘堆積物は，下位より①上札内Ⅰ礫層及び上士幌礫層，②上札内Ⅰ面堆 

積物，③上札内Ⅱa面堆積物，④上札内Ⅱb面堆積物及び大和面堆積物に区分する． 

古期扇状地礫層の光地園礫層及び美蔓礫層は，最高位の光地園面及び美蔓面を構成する．また，光地 

園礫層は，南部の共栄面・上更別面Ⅱ及び基松面などの地形面堆積物の下にも広く発達する．美蔓礫層 

は，この礫層堆積後の美蔓台地の傾動的上昇によって，， が進み，より新しい地形面堆積物の下には  

発達しない．北居辺礫層は，長流枝内丘陵の相対的上昇によって，瓜幕台地と長流技内丘陵の間の凹地 

に北から流れ込んだ礫層で，本地域では，鈴蘭面南端部と音更川左岸にとり残されて小規模に分布する． 

新期扇状地・段丘堆積物は，降下火砕堆積物・ローム層及び古土壌などによって構成され，古期扇状地 

礫層を直接おおっている． 

新期扇状地礫層の上札内Ⅰ礫層及び上士幌礫層は，おもに音更川と札内川を結ぶ構造谷を埋積する． 

上札内Ⅰ面堆積物は，この礫層をおおう降下火砕堆積物とローム層からなる．南部に分布する上札内 

Ⅱa面堆積物と上札内Ⅱb面堆積物は，おもに光地園礫層を，って薄く堆積する．北部に分布する上札 

内Ⅱa面堆積物と大和面堆積物は，上士幌礫層を，って薄く堆積する． 

 

Ⅳ．１ 古期扇状地・段丘堆積物 

 

Ⅳ．１．１ 光地園礫層及び美蔓礫層（Ko） 

命名 十勝団研（1968)，光地園礫層；松澤ほか（1978 b)，美蔓礫層． 

模式地 光地園台地の大樹町町営）成牧，を刻む谷壁（大樹町光地園小学校跡の北東約2.5 km)(光 

地園礫層)，美蔓台地の清水町熊牛23号を美蔓台地へ登る道路の片くずし（美蔓礫層)． 

分布 

光地園礫層：光地園礫層は，光地園台地の模式付近を南限として，日高山脈東麓に北ないし北東方向 

に拡がり，広大な地域を埋めつくした扇状地礫層であって，その扇端部は，本地域を含む十勝川中流域 

の右岸に達する．その扇端部は，美蔓礫層の扇端部と接し，後述するように，礫種に供給源から由来し 

た岩石の混，がみられる．さらにこの延長は，豊頃丘陵北端をとりまいて，十勝川下流域から十勝川河 

口付近にまで拡がっている． 

美蔓礫層：美蔓礫層は，北部十勝地域北西部の石狩山地南麓から南東方向に，音更川以西一帯の広大 

な地域を埋めつくした扇状地礫層であって，その扇端部は本地域を含む十勝川中流域に達し，光地園礫 

層と，体する． 

本地域南部では，ほぼ全域にわたって，光地園礫層が各地形面堆積物の基盤として分布する．北部で 

は，美蔓礫層が美蔓台地を構成して分布する． 
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層相 光地園礫層と美蔓礫層は，ほとんど全層にわたって，いわゆるクサレ礫と呼ばれる風化の進ん 

だ礫を包含するという性質を示す．また，地域によって礫種や堆積状態が異なり，上下についてみても 

一連の礫層ではなく，顕著な砂層を上んで，数回にわたる堆積サイクルが認められる． 

光地園礫層：光地園礫層は，模式地である光地園台地の東部における下部では，礫種はヤオロマップ 

川層の砂岩・粘板岩が個数で70％近くを占め，日高累層群下部の札内川層に由来する砂岩・粘板岩・ 

花崗岩及びホルンフェルスの礫を伴う構成を示し，礫径は10-30 cmが多い．しかし，花崗岩の礫は上 

記の礫径と不調和なより大型のクサレ礫の特徴を示す．上部へ向っては，札内川層の砂岩・粘板岩礫が 

増加する．また，元更別台地においては，ヤオロマップ川層の礫及び花崗岩礫は数％にすぎず，札内 

川層の砂岩・粘板岩の礫を王とし，ホルンフェルス礫がかなり含まれる（松井ほか，1974；秋葉ほか， 

1975)． 

本地域の北伏古の帯広川右岸では，礫種は個数でホルンフェルス・硬質砂岩・粘板岩・チャートをあ 

わせて45％，花崗岩・ミグマタイト・片麻岩をあわせて39％，斑れい岩12％，閃緑岩 4％を示すが，扇 

端部の上帯広台地北端部の帯広川右岸では，閃緑岩が21％，34％と増加し，安山岩類を数％混える． 

この安山岩類の礫は，北方の石狩山地から供給されたもので，美蔓礫層の礫の混在を示している（第15 

図)．光地園礫層の基質は一般に泥質である． 

美蔓礫層：美蔓礫層は，模式地から本地域の芽室町平和付近にかけては，礫種構成は一様で，北方の 

石狩山地から由来した溶結凝灰岩類・安山岩類が大多数を占め，粘板岩・ホルンフェルス及び花崗岩の 

礫をわずかに伴う．礫径は拳大のものが多い．美蔓台地の末端部の音更町国見山村近では，粘板岩・ホ 

ルンフェルス及び花崗岩の礫がやや増加する．基質は砂ないし凝灰質シルトが埋めている． 

層厚 光地園礫層は，光地園台地の模式地付近では層厚90mに達するが，本地域においては，上部 

が， され，厚いところで層厚 20m前後を示すにすぎない．美蔓礫層は，光地園礫層に比べると層厚 

は薄く，厚いところで30m前後，本地域では，10-20m前後である． 

層位関係 光地園礫層は，光地園台地においては，日高累層群，新第三系の大樹層群の尾田村層及び 

豊似川層に不整，に累重するが，本地域を含む平野部では，長流枝内層や渋山層を不整，におおう（第 

16図)． 

美蔓礫層は，模式地から本地域にかけての美蔓台地では，渋山層主部を不整，におおう． 
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第16図 光地園礫層（帯広川右岸）  
Sb：渋山層 Ko：光地園礫層  

 

Ⅳ．１．２ 光地園面堆積物及び美蔓面堆積物（KoP） 

命名 小坂ほか（1979)，光地園面堆積物；松澤ほか（1978b)，美蔓礫層上位の“白粘土”． 

模式地 光地園礫層及び美蔓礫層の模式地に同じ． 

分布 光地園面及び美蔓面に分布するが，今のところ分布の詳細は不明である．本地域の光地園面で 

は，模式地に見られるような厚い“白粘土”層は認められない．美蔓面では，第17図の地点62，63で認 

められる． 

層相 “白粘土”層は，色調が淡黄灰白色（10YR7/2－7/4７））で，かなり粘性に富む粘土層である． 

光地園台地の模式地付近での“白粘土”層は，灰白色の火山灰（層厚3-5 cm）を数層上むところもあ 

る．粘土鉱物は，アロフェン様粘土・ハロイサイトが主成分であり，火山灰起源を思わせる粘土層であ 

る（秋葉ほか，1975，1978)．美蔓台地の“白粘土”層の粘士鉱物は，バーミキュライトと7Åカオリ 

ン鉱物が主成分である（近堂ほか，1978)． 

“白粘土”層の粘土鉱物組成は，北部と南部で明らかな違いがみられる．この相違は，火山灰の性質 

の違いか，風化過程の違いによるのか明らかでない． 

層厚 一様の厚さを示さず，数cmから1m前後の層厚の変化を示し，現在の地形面の凹地では比較 

的厚い傾向が認められる．これは，光地園礫層及び美蔓礫層の， 面上の的水地域で，より粘土化が進  

んだものと考えられる． 

層位関係 光地園礫層及び美蔓礫層の， 面上にのせる．南部では，“白粘土”層の上位には，褐鉄  

鉱の薄層を上んで，赤色土・Op-2，Op-1及びSpfa１がのっている．北部では，赤色土・Ssfa及び 

Spfa１がのっている（第17図)． 

―――――――――――――――― 

７）マンセルシステムの土色帳による．以後の記載もこれによる． 
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Ⅳ．１．３ 北居辺礫層（Kb） 

命名 右谷ほか（1973)，北居辺Ⅰ礫層，松澤ほか（1978 c)，北居辺礫層． 

模式地 居辺台地北部の上士幌町東居辺の東14線39号の道路の片くずし． 

分布 居辺台地の北部の石狩山地南麓から，居辺川と音更川に上まれた士幌台地に分布する．しか 
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し，士幌台地南部では，音更川と士幌川に， されて，士幌川流域と音更川流域にとり残された分布を  

示す．本地域での分布は，音更川流域の南への延長部にあたる． 

層相 模式地での礫種構成は，石狩山地から供給されたと考えられる溶結凝灰岩類と安山岩類が圧倒 

的多数（個数で83％）を占め，粘板岩・硬質砂岩及び花崗岩の礫を数％ずつ含むほか，黒曜石の礫がみ 

られる．大多数は，礫径6 cm以下の礫からなり，基質を砂がうめる軟弱な砂礫層である．この礫層に 

もクサレ礫が混在する．本地域では，模式地と比べて，礫径が幾分小さくなるほかは，岩相にほとんど 

かわりがない． 

層厚 地表で認められる北居辺礫層の層厚は，式地周辺で20 m前後を示すが，本地域の音更川左 

岸では，上部が， され， 5 m前後を示すにす 

ぎない．試錐の資料（小原ほか，1971）による 

と，模式地西方で30mに達する． 

層位関係 模式地及びその周辺では，渋山層 

主部を， して，芽登凝灰岩層に累重し，本地  

域を含む士幌台地南部では，渋山層主部に累重 

する（第18図参照)． 

 

Ⅳ．１．４ 共栄面堆積物及び下佐幌面堆積物 

（Ke） 

命名 小坂ほか（1979)，共栄面堆積物；橋 

本誠二（1954)，芽室層；国府谷ほか（1969)， 

下佐幌面堆積物；松澤ほか（1978 b)，下佐幌面 

堆積物． 

模式地 共栄面の模式地である，十勝池田図 

幅地域の幕別町市街地後背地（共栄面堆積物)・ 

佐幌台地南西部端（下佐幌面堆積物)． 

分布 この堆積物は，共栄面・芽室面及び北 

居辺Ⅱ面に分布するほか，より高位の面堆積物 

をおおっている．共栄面堆積物は共栄面を，下 

佐幌面堆積物は芽室面及び北居辺Ⅱ面をそれぞ 

れ形成する． 

層相 共栄面堆積物は，模式地及びその周辺 

においては，砂質の赤褐色ロームである．この 

赤褐色ロームは，本地域を含む幕別台地におい 

ては，チョコレート色を帯びた粘土に変ってい 

る． 

下佐幌面堆積物は，河岸段丘堆積物である砂 
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礫層とその上位をおおう赤褐色ローム層からなるが，北居辺Ⅱ面では，河岸段丘礫層を欠いている．模 

式地における砂礫層の礫種は，安山岩類・溶結凝灰岩類が多く，粘板岩・輝緑岩が続き，花崗岩・ホ 

ルンフェルスを若干含む構成を示す（松澤ほか，1978 b)．礫径は10 cm前後のものを主とするが，安 

山岩類では15 cm前後を示すものが多い．基質は粗粒砂からなる．本地域の芽室橋付近では，安山岩 

類・溶結凝灰岩類・輝緑岩・花崗岩の比較的円磨度のよい中礫が主体を占める砂礫層がみられる（第18  

図)． 

橋本誠二（1954）は，芽室面を形成するこの礫層を芽室層と呼び，国府谷ほか（1969）は，佐幌台地 

南部のこの礫層と上位のローム質火山灰を一括して下佐幌面堆積物と呼んだ．松澤ほか（1978 b）は， 

芽室層も下佐幌面堆積物も河岸段丘堆積物であり，段丘礫層は石狩山地から由来した礫が主体を占め， 

しかも，一連の堆積物であることから，芽室層と下佐幌面堆積物を一括して，下佐幌面堆積物と再定義 

した． 

層厚 共栄面堆積物は，模式地周辺での赤褐色ロームは厚さ30cm前後を示す．しかし，この層厚は 

普遍的なものではなく，消滅したり，前述のようにチョコレート色を帯びた粘土に変っていたりする． 

一方，下佐幌面堆積物の河岸段丘礫層は，厚さ2-3m前後を示し，その上の赤褐色ローム層は厚さ10- 

30cm前後を示す． 

層位関係 共栄面では，光地園礫層の， 面をおおって共栄面堆積物がのる．御影台地の東縁と美蔓  

台地の西縁では，光地園礫層の，面あるいは，より，が進んで渋山層主部に下佐幌面堆積物がのる． 

北居辺Ⅱ面では，北居辺礫層の， 面に赤褐色ロームがのる．  

 

Ⅵ．１．５ 上更別面Ⅱ堆積物（Kf） 

命名 小坂ほか（1978)，上更別面Ⅱ堆積物；小坂ほか（1979)，上伏古面堆積物及び上更別面Ⅱ堆積 

物． 

模式地 幕別台地南部の糖内
ぬかない

図幅地域の栄橋付近東の猿別川右岸（上更別面Ⅱ堆積物)，上帯広台地 

南部の大正図幅地域の上伏古南の帯広川左岸（上伏古面堆積物)． 

分布 上更別面Ⅱ堆積物は，上更別面Ⅱ及び大正図幅地域の上伏古面に分布する．赤褐色ロームは， 

より古い地形面にも分布する． 

層相 猿別川右岸の模式地では，淘汰不良の礫径3-6cmの日高累層群に由来する砂岩，ついでホル 

ンフェルス・粘板岩が多数を占め，ミグマタイト，片麻岩及び第三紀シルト岩を少数含む礫種構成を示 

し，基質は粗粒砂ないし粘板岩の細礫が埋める河岸段丘堆積物の岩相を示す礫層が認められる．ここで 

は，赤褐色ロームを欠き，新期のボール状ローム８）とソフトロームをのせているにすぎない．一方，上 

伏古付近においては，固く粘性の強い，上下方向にクラックの発達が顕著な赤褐色ロームが認められ， 

その上位には，Op-3やSsfaを上む褐色ロームが発達している．このように，堆積環境によって堆積物 

に相違がみられるが，上更別面Ⅱ堆積物は，河岸段丘礫層と，これをおおう固く粘性の強い赤褐色ロー 

ム層である． 

本地域では，礫層は認められず，下部にクサレ礫の細礫を含む赤褐色ロームが認められる． 

―――――――――――――――― 

８）ボール状ロームの性状についてはⅦ．3参照． 
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層厚 猿別川右岸では，礫層は厚さ3 m前後を示す．上伏古の赤褐色ロームは厚さ1.2 m前後を示 

す．本地域では厚さ数m前後を示すにすぎない． 

層位関係 猿別川右岸では，厚さ7m＋の光地園礫層の， 面に，本面堆積物である礫層がのる．上  

伏古付近及び本地域では，厚さ3m＋の光地園礫層を赤褐色ロームがおおっている． 
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Ⅳ．１．６ 基松面堆積物（Mo） 

命名 小坂ほか（1979)，基松面堆積物． 

模式地 大正図幅地城の帯広川右岸の北広野付近． 

分布 基松面堆積物は，基松面に分布するほか，より古い地形面の面堆積物をおおって分布する．基 

松面の北縁と東縁では， が進んでいる．  

層相 模式地における基松面堆積物は，Op-3からOp-1までの降下火砕堆積物を上む．粘性に乏し 

い軽石質の褐色ローム層である． 

本地域においては，下部が粘土化するとともに，Op-3からOp-1までの降下火砕堆積物は，褐色ロ 

ーム層中に散点するにすぎなく識別が困難である．Ssfaの層準付近にチョコレート色埋没土壌が認め 

られる（第19図)． 

層厚 模式地では厚さ2 mを示すが，本地域の厚いところは3 m前後を示し，， の進んでいる基  

松面の北縁付近では数cmに薄化する． 

層位関係 光地礫層の， 面上に累重する．上位は， Spfa １，２におおわれる． 

忠類図幅地域のホロカヤントウ沼付近の露頭で，Op-3とSsfaの間の層準から得られた木片の14C 

年代は，43,200±      年B.P.（Gak-4110＝十勝団研，1973 a）であり，Op-1の直下より得られた炭 

化木片の14C年代は，35,750±1,350年B．P．(Gak-3669：十勝団研，1972 b）を示す．この14C年代 

から，基松面堆積物は，更新世の中期から後期にわたるものと推定される． 

 

Ⅳ．２ 新期扇状地・段丘面堆積物 

 

Ⅳ．２．１ 上札内Ⅰ礫層及び上士幌礫層（K１） 

命名 十勝団研（1965)，上札内Ⅰ礫層；十勝団研（1972 a)，上札内Ⅰ礫層；松澤ほか（1978 b)，上 

士幌礫層． 

模式地 札内川下流右岸の広尾線依田駅付近（上札内Ⅰ礫層)，音更町木野市街西の鈴蘭公園南側の 

露頭（上士幌礫層)． 

分布 上札内Ⅰ礫層は本地域南部に，上士幌礫層は本地域北部に分布する． 

上札内Ⅰ礫層は，模式地から南へ札内川右岸沿いに上札内Ⅰ面を構成して分布するほか，帯広川と美 

生川に上まれた地域では，上帯広台地の北西部に分布する．また，稲田町付近では上札内Ⅱa面堆積物 

におおわれて分布する． 

上士幌礫層は，模式地から北へ，主に士幌台地の西側に分布し，鈴蘭面を構成するほか，駒，面堆積 

物及び大和面が堆積物におおわれて分布する． 

上札内Ⅰ礫層と上士幌礫層は，この分布が示すように，分布の主軸は，後述する音更川と札内川を結 

んで南北にのびる構造谷に沿っている．したがって，本礫層は，この構造谷を南方の日高山脈と北方の 

石狩山地とから供給された礫が埋めて形成されたものと考えられる． 

層相 模式地での上札内Ⅰ礫層は，比較的粒径のそろった握り拳大の亜円礫で構成され，礫の表面は 

酸化鉄で汚染されているものが多く，基質は粗粒砂ないし中粒砂である．礫種は，硬質砂岩が過半数を 

4,300
2,700
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占め，ホルンフェルス・花崗岩・閃緑岩及び粘板岩などで構成される．本地域に分布する上札内Ⅰ礫層 

は，模式地と同様の岩相を示し，安山岩などの火山岩礫を含まず，日高山脈から供給された礫であるこ 

とを示す（第20図)． 

模式地での上士幌礫層は，砂層を上んで上下２層の礫層が識別される．上下２層とも表面が酸化鉄で 

汚染された握り拳大の亜円礫からなり，基質は粗粒砂である．礫種構成は，下部は安山岩類が圧倒的に 

多く，粘板岩・ホルンフェルスについで，花崗岩をわずか混える．上部は安山岩類が減少し，逆に粘板 

岩・ホルンフェルスなどが増加する傾向を示す．本層は，模式地から音更川右岸を上流に向って，火山 

岩類の礫が増加するとともに礫径も大きくなり，上下の区別も不明瞭になる．この礫種が示すように， 

上士幌礫層は，北方の石狩山地から供給された礫層であると考えられる（第20・22図参照)． 

層厚 上札内Ⅰ礫層は，模式地の依田周辺で最も厚く11mを示す．模式地から札内川右岸沿いの露 

頭では，上流に向って次第に薄化する．帯広川左岸の上札内Ⅰ礫層分布地域では，厚さ4.5 m以下に 

すぎない．札内川流域を除いて，上札内Ⅰ礫層の厚さは，数mが普遍的である． 

上士幌礫層は，本地域で最も厚く，模式地では厚さ14m＋を示し下限は認められない．この礫層を 

， して形成された大和面など本層の分布地域では，厚さは数 mである． 

層位関係 模式地の露頭（地点30）では，基底に渋山層主部の褐色ないし淡青灰色のシルト層，その 

上位に厚さ1mの光地園礫層，この光地園礫層の， 面に上札内Ⅰ礫層が累重する．この層位関係は，  

上札内Ⅰ礫層の分布地域の一般的傾向であるが，帯広川と美生川の間の上帯広台地北部では，光地園礫 

層を欠き，直接渋山層主部に不整，に累重する．上札内Ⅰ礫層の上位には，Spfa２，Spfa１を上むシ 

ルト質ロームないし褐色ロームがおおっている． 

一方，上士幌礫層の模式地の露頭（地点35）では，上士幌礫層の下限は確められないが，模式地から 

西の十勝川左岸の露頭では，基底に渋山層主部の淡青灰色ないし淡褐色の凝灰質シルト・砂の互層，そ 

の上位に厚さ数mの北居辺礫層，これに不整，に上士幌礫層が累重するのが観察される．駒，面と大 

和面分布地域の北部では，渋山層主部に直接上士幌礫層が累重する．上士幌礫層の上位には，粘土質褐 

色ローム・Spfa１・En-aを上む褐色ロームがのっている． 

上札内Ⅰ礫層と上士幌礫層は，礫種構成に違いがみられるものの，前述した層厚及び層位関係などが 

示すように，札内川と音更川に拾う地域に厚く堆積し，その時期は，Op-1の降下後，Spfa２，Spfa１ 

の降下以前の比較的短期間に限られている．したがって，これらの礫層は，長流枝内丘陵・幕別台地の 



   - 40 - 

西縁と音更川－札内川を結ぶ狭長な構造的凹地（十勝団研，1978）を十勝平野の北と南から急激に埋積 

した礫層である． 

 

Ⅳ．２．２ 上札内Ⅰ面堆積物（K１P） 

命名 小坂ほか（1979)，上札内Ⅰ面堆積物． 

模式地 大正図幅地城の幕別町上途別の途別川右岸． 

分布 上札内Ⅰ面堆積物は，上札内Ⅰ面と鈴蘭面に分布するが，鈴蘭面には，古砂丘堆積物は分布し 

ない． 

層相 上札内Ⅰ面堆積物は，Spfa２・Spfa１を上む褐色ローム及びSpfa１の二次堆積からなる古 

砂丘堆積物で構成される． 

本地域南部の上札内Ⅰ面堆積物は，Spfa１の二次堆積からなる古砂丘堆積物を欠いている．北部の 

鈴蘭面及びその相当面では，褐色ローム中にSpfa１を上むが，Spfa２とSpfa１の二次堆積からな 

る古砂丘堆積物を欠いている．なお，褐色ロームの下部は，淡褐色を呈し，粘土化の進んでいるところ 

も見られる（第21図，第22図)． 

層厚 Spfa２・Spfa１を上む褐色ロームは，厚さ1-2mを示すものが多い，しかし，上札内Ⅰ面及 

び鈴蘭面の西部から東部へ厚さを増す傾向が見られ，上帯広台地北端（地点17）では，2.45mに達す 

る． 

層位関係 上札内Ⅰ面堆積物は，上札内Ⅰ礫層及び上士幌礫層に累重する．大正図幅地域の上帯広台 

地に発達する上札内Ⅰ面には，上札内Ⅰ礫層が欠けて，光地園礫層に不整，に上札内Ⅰ面堆積物が累重 

する． 

 

Ⅳ．２．３ 上札内Ⅱa面堆積物（K２a） 

命名 野川ほか（1972)，上札内Ⅱa礫層；小坂ほか（1978，1979)，上札内Ⅱa面堆積物． 

模式地 上札内台地の南部，大正図幅地域の東清川付近の側溝． 

分布 上札内Ⅱa面堆積物は，上札内Ⅱa面及び駒，面に分布する．En-aを上む褐色ロームとボー 

ル状ロームは，より古い地形面の面堆積物をおおっている．En-a古砂丘は，上札内Ⅱ面に限って分布 

する． 

層相 本地域南部に発達する上札内Ⅱa面堆積物は，下位から，基質が粗粒砂からなる比較的円磨度 

の良い，握り拳大の礫からなる新鮮な礫層，En-aを上む褐色ロームとボール状ロームである（第23図)． 

En-aの二次堆積物は古砂丘を形成する． 

本地域の上札内Ⅱa面では，本面の礫層を欠いている．駒，面でも，本面の礫層を欠き，下部が粘土 

質のEn-aを上む褐色ロームとボール状ロームとからなる．また，En-aは水磨され再堆積していると 

ころ（地点38）もみられるほか，流水の影響の著しかったと考えられるところ（地点39）では，En-a 

は流失し，細粒砂が堆積している． 

En-a古砂丘堆積物は，En-aの砂丘砂の間に，厚さ20 cm内外の粘土化しているところもみられる褐 

色ロームを上み，上下に２分される．En-a砂丘砂の上位には，一般にボール状ロームが発達する．
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層厚 模式地では，下限は認められないが，基底の礫層は厚さ 

30 cm＋，その上位の褐色ロームとボール状ロームを，わせて厚 

さ80cm前後を示す． 

本地域の上札内Ⅱa面では，本面の礫層を欠き，厚さ50 cm以 

下である．駒，面では，褐色ロームとボール状ロームを，わせて， 

厚さ50-120 cmを示す．En-a古砂丘は，最大のもので，比高 5 

mを示す． 

層位関係 上札内Ⅱa面堆積物は,模式地及びその周辺地域で 

は，光地園礫層の，面にのるが，本地域では，上札内Ⅰ礫層あ 

るいは上士幌礫層の，面にのる． 

En-a古砂丘に上まる粘土質ロームの14C年代は，帯広畜産大 

学の南の古砂丘（U-S 01）で，13,100±1,200年B.P．(GaK- 

3261）の値を示す（藤山・田沼，1972)．ボール状ロームから得 

られた炭化木片の14C年代は，11,940±240年B.P．(GaK-5152） 
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の値が得られている（近堂・近藤，1975)． 

 

Ⅳ．２．４ 上札内Ⅱｂ面堆積物及び大和面堆積物（K２b） 

命名 十勝団研（1968)，上札内Ⅱb層；小坂ほか（1978，1979)，上札内Ⅱb面堆積物；松澤ほか 

（1978)，大和面堆積物． 

模式地 大正図幅地域の戸蔦別
とつたべつ

川左岸の上八千代付近（上札内Ⅱb面堆積物)，音更町大和（大和面 

堆積物)． 

分布 上札内Ⅱb面及び大和面に分布する． 

層相 上八千代の模式地では，光地園礫層の上位に，人頭大から握り拳大の，現河床礫とほとんど同 

じ礫層種を示し，基質が粗粒砂からなる分級度の悪い亜円礫層がみられる．この礫層は上札内Ⅱb面の礫 

層である．ここでは，礫層の上位に前d降下軽石堆積物（Ta-d）を上む腐植層がのっているにすぎ 

ない． 

本地域の上札内Ⅱb面では，礫径が握り拳大以下で，基質が粗粒砂からなる礫層の上位に，暗褐色砂 

質のローム層（いわゆるソフトローム）を上んで，Ta-dを上む腐植層がのっている．したがって，上 

札内Ⅱb面堆積物は，上記の新鮮な礫層とソフトローム層で構成される（第24図)． 

一方，大和面堆積物は，砂礫層，細粒砂層とソフトローム層で構成される．砂礫層の段丘礫層の形態 

を示す． 

層厚 上札内Ⅱb面堆積物及び大和面堆積物は，基底の礫層が欠ける，，が多いが厚さは最大5mに 

達する．ソフトローム層は一般に厚さ50-80 cmを示すが，厚さ数cmにとどまるところもある． 

層位関係 上八千代の模式地の露頭では，長流枝内層の上位に光地園礫層（厚さ18m）が発達し， 

この光地園礫層を不整，におおって，上札内Ⅱb面堆積物の礫層が累重する．本地域の帯広市稲田町周 
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辺では，本面の礫層を欠いて上札内Ⅰ礫層を直接ソフトローム層がおおう（地点44，45)．大和面でも, 

上士幌礫層を直接ソフトローム層がおおっているとこがある（地点48，49)．帯広市市内及びその周辺 

の基盤調査によると，古期・新期の礫層を欠いて，本層が渋山層主部を不整，におおっている． 

Ta-dの14C年代は，8,940±160年B.P．(GaK-2208）と報告されている（佐藤，1971)．したがっ 

て，上札内Ⅱb面堆積物及び大和面堆積物は，更新世末期の堆積物である． 

 

V．完新世堆積物 
 

本地域の完新世堆積物は，中札内面及び音更面を構成する中札内面堆積物と沖積面を形成する氾濫原 

堆積物である． 

 

V．１ 中札内面堆積物（Ns） 

 

命名 小坂ほか（1978，1979)，中札内面堆積物；松澤ほか（1978 b)，後大和面堆積物を改称する． 

模式地 大正図幅地域の戸蔦別橋左岸の段丘崖． 

分布 中札内面と音更面に分布する． 

層相 模式地の中札内面堆積物は，人頭大から握り拳大の新鮮な礫層で，基質は粗粒砂ないし中粒砂 

からなる．本地域の中札内堆積物は，粗粒砂が主体を占めるところもある．本層の礫種構成は，南部 

のピウカ川，美生川，札内川流域では，日高山系に由来し，北部の音更川，然別川流域では，石狩山地 
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に由来する火山岩類が多く，十勝川流域では，南部と北部の礫が混在する（第25図)． 

層位関係 模式地では，光地園礫層を欠いて，長流枝内層に不整，に累重する． 

本地域では，亜炭を上む青灰色粘土層からなる渋山層主部に累重する．帯広市街の一部（地点55）で 

は，上札内Ⅱb面堆積物の， 面にのっているところも見られるが，大部分の地域では，中 －後期更新 

世の堆積物を欠き，渋山層を不整，におおっている． 

本堆積物の上位には，Ta-dを欠き，Ta-bを上む腐植層をのせている．帯広川下流石岸では，泥炭 

が発達している．Ta-dをのせないことから，本堆積物は，完新世の堆積物である． 

 

V．２ 氾濫原堆積物（a） 

 

十勝川及びその支流の諸河川の流域には，現河川によって運搬された砂礫層が発達している．礫種は， 

南から十勝川に，流する諸河川では，日高累層群と花崗岩・斑れい岩の礫が主体を占め，北から十勝川 

に，流する諸河川では，安山岩類・溶結凝灰岩類の礫が多い．十勝川流域では，南と北の両方から供給 

された礫が混在する．礫径は，南から十勝川に，流諸河川の方が大きく，最大径50 cm前後を示すも 

のもみられる．これらの砂礫層の厚さは直接確められないが，試錐の資料（小原ほか，1972）及び基盤 

調査などから推定すると，十勝川・札内川流域で厚く，最大20m前後を示す．なお，美蔓台地を流下 

するシプサラビバウシ川などの流域では，氾濫原堆積物は小規模に分布するにすぎない． 

 

Ⅵ．降下火砕堆積物 
 

本地域を含む十勝平野には，中期更新世から完新世の多様な降下火砕堆積物が広く分布している．こ 

れらの降下火砕堆積物は，地層の対比や地形面の区分に示準層として早くから注目されてきた（橋本誠 

二，1954；貝塚 1955，1956；勝井，1959，小野・平川，1974)．また，地表近くにみられる完新世の火 

山灰・軽石層は，火山性土壌の母材としての観点から，長年にわたり調査研究がすすめられている（山 

田，1968；菊地，1970；北海道火山灰命名委員会，1972，COMMITE ON NOMENCLATURE of the PYRO－ 

CLASTIC DEPOSIT in HOKKAIDO，1974)．十勝団研は，石狩低地帯の西側の支笏火山・恵庭火山・前 

火山などと，十勝岳・然別火山群起源の降下火砕堆積物についての長年にわたる調査研究によって，そ 

の分布や噴出源，さらに地形面及び段丘・扇状地堆積物との層序関係を明らかにしている（十勝団研， 

1968，1972a；春日井ほか，1968，1978) (第26図)． 

本地域に発達する地形面及び段丘・扇状地堆積物は，十勝川を境にして，南部と北部とでは，その形 

成過程に違いがみられるが，降下火砕堆積物の分布範囲内では，これによって直接対比することが可能 

である．本地域に分布する降下火砕堆積物は，すでに，地形，中－後期更新世堆積物及び完新世堆積物 

の項で層位関係を明らかにしてある．地形面堆積物の示準層を上位から列記すると次のとおりである． 

十勝平野での分布地域 

①恵庭ａ 降下軽石堆積物（En-a）           中 部 

②支笏降下軽石堆積物１（Spfa１）          全 域 
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③支笏降下軽石堆積物２（Spfa２）          南 部 

④オレンジ降下軽石堆積物１（Op-1）         中南部 

⑤支笏スコリア堆積物（Ssfa）            全 域 

これらの降下火砕堆積物の層厚分布と本地域との関係を第27図に示す． 

十勝平野に分布する完新世の火山灰層については，1950年以降に土壌研究者によって調査が進められ， 

十勝火山を噴出源とするTo-b層（約200年前)，To-c１・c２層（約700 -800年前)，大雪火山旭岳を 

噴出源とするAs-a層及び雌阿寒火山を噴出源とする Me-a１（約190年前)・a２（約 200年前)・a３（約 

700-800年前）が識別，記載された（山田，1951，1958；山田・近堂，1959；山田ほか，1959)．前 

火山起源のTa-b層・Ta-d層の分布については，おもに北海道農業試験，及び帯広畜産大学の土壌研 
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究者によって調査がすすめられ，その分布範囲などは，北海道火山灰命名委員会（1972）の北海道火山 

灰分布図及び COMMITIEE of the NOMENCLATURE of the PYROCLASTIC DEPOSIT in HOKKAIDO（1974） 

の Distribution of the Late Quaternary Pyroclastic Deposit in Hokkaido，Japan にまとめて示 

されている． 

本地域に広く分布するのは，下位より地形面区分の示準層であるTa-dとTo-c２･c１・及びTa-bで 

ある．以下，各降下火砕堆積物について，岩質を中心にその概要を述べる．また，おもな降下火砕堆積 

物の特徴は第７表に示す． 

 

Ⅵ．１ 後期更新世の降下火砕堆積物 

 

Ⅵ．１．１ 支笏降下スコリア堆積物（Ssfa） 

基松面以上の高位面には，暗褐色－灰黄褐色の黒色火山砂（十勝団研，1968）と呼ばれた細粒スコリ 

ア堆積物がみられる．この降下火砕堆積物は，春日井ほか（1978）によって，支笏降下スコリア堆積物 

であることが明らかにされた．Ssfaは，最大粒径2 mm以下の細粒である．春日井ほか（1978）が模 

式地にしている御影図幅地域の清水町中野では，十勝平野で最も層厚が厚く40 cmを示し，上下２層が 

識別される．ここでの鉱物組成は，上半部は，スコリア粒のほか，不透明鉱物が多く，例外なく少量の 

かんらん石を伴う．cPx/Pxは0.3-0.39でほぼ一定である．角閃石は少ない．また，1％以下の石英が 

みられる．下半部は，スコリア粒と不透明鉱物が少ない点以外は，上半部と著しい違いはみられない． 

本地域では，芽室面のSsfaの厚さ18cm前後が最も発達の良い地域で，地は，数cm以下の厚さを 

示すにすぎなく，上下２層は識別されなく，暗褐－褐色を呈する．鉱物組成は，模式地同様不透明鉱物 

が多く，少量のかんらん石と斜方輝石・単斜輝石を含む．角閃石はみられない． 

 

Ⅵ．１．２ オレンジ降下軽石堆積物Ⅰ（Op-1）  

オレンジ降下軽石堆積物Ⅰは，かつて，オレンジ降下軽石堆積物（Op）と呼ばれたことがある（十 

勝団研，1968)．その後，野外調査の進展に伴い，この堆積物は，３層に区分されることが明らかにな 

って，従来，Opと呼ばれていたものの大部分が最上位に位置することから，オレンジ降下軽石堆積物 

Ⅰ（Op-1）と改称した（十勝団研，1972 a)． 

本地域では，基松面の褐色ローム中にわずかに混在して分布する（第19図の４)．ここでは，黄褐色 

(10YR5/8）を呈する．鉱物組成は，斜方輝石と単斜輝石のほかに，わずかに角閃石を含み，不透明 

鉱物が多いのが特徴である．非常にわずかであるが石英を伴う．軽石粒は，気泡の小さい多孔質ないし 

中間型のガラスからなり，塊状のものとせんい状のものとがある． 

春日井ほか（1978）は，Op-1の層相と鉱物組成の多様性や，その上半部に角閃石が多いという傾向 

などを検討した結果，佐藤（1969）が10の降下単位に区分した支笏降下軽石堆積物（Spfa）のSpf５， 

Spfa４，Spfa３という一連の降下軽石堆積物の東縁がOp-1であることを明らかにした．なお，大樹町 

相保島（大樹図幅地域）のOp-1直下から得られた炭化木片の14C年代は，35,750±1,350年B.P. 

(GaK-3669）と報告されている（十勝団研，1972b)． 
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Ⅵ．１．３ 支笏降下軽石堆積物２（Spfa２） 

南部十勝平野には，日高降下軽石堆積物（Hpfa；春日井ほか，1978）の上位に褐色ローム層を上んで 

明黄褐色（10YR6/6－7/6）を呈する降下軽石堆積物がみられる．勝井（1959）は，南部石狩低地帯か 

ら南部十勝平野に広く分布するこの降下軽石堆積物を，支笏降下軽石堆積物２（Spfa２）と命名し，そ 

の分布を明らかにした． 

本地域では，南部の上札内Ⅰ面及び基松面に分布し，Spfa１の直下に，また，薄い腐植質ローム層 

を上んで，厚いところで15cm，一般には数cm以下の層厚を示す． 

Spfa２の野外での特徴は，明黄褐色の丸みを帯びた，最大粒径2 mm以下の軽石粒からなり，石英 

に富み，有色鉱物や不透明鉱物の比較的多いゴマシオ状を呈している．鉱物組成は著しく斜長石と石英 

の独立結晶粒に富み，軽石中にも，それらの斑晶が多い．有色鉱物には斜方輝石と単斜輝石が多く，少 

量の角閃石を伴う．火山ガラスはその量も少なく，中間型の柱状ないし塊状である． 

 

Ⅵ．１．４ 支笏降下軽石堆積物１（Spfa１） 

支笏降下軽石堆積物１（Spfa１）は，小笠原（1941）が襟裳火山砂と仮称し，貝塚（1956）は，十勝平 

野にも分布し，地形面区分のための示準層として有効であることを明らかにした．その後，勝井（1959） 

によって，噴出源と分布とが明らかにされ命名された． 

本地域では，上札内Ⅰ面以上の高位面に分布し，最も広い分布を示す．層厚は，上札内Ⅰ面で最も厚 

く50-60 cmを示す．厚さ100 cmに達する二次堆積相を示すところ（地点４）も見られ，Spfa１の 

埋積古砂丘の可能性もあるが，詳細は不明である． 

Spfa１の野外での特徴は，灰橙－明橙褐色（7.5YR6/4－6/8）で“オガクズ”状を呈する軽石粒を 

主とし，粒径は最大2mmである．軽石粒は扁平型ないし多孔質型の柱状，せんい状のガラスからなり， 

気泡や気管の発達が著しく，鉱物は少ない．独立結晶粒は，その量も少なく，小量の斜長石・斜方輝石 

に微量の石英と角閃石を伴っている． 

Spfa１から得られた炭化木片の14C年代には，32,200±   年B.P．(GaK-519；石狩低地帯研 

究会，1965)，32,200±2,000年B.P．(GaK-714；佐藤，1969）がある． 

 

Ⅵ．１．５ 恵庭 a 降下軽石堆積物（En-a） 

本地域を含む中部十勝平野には，Spfa１の直上に，ところによって垂直にクラックのみられる層厚 

数10 cmの褐色ローム層がみられ，その上位に灰黄澄色（10YR7/4）の降下火砕堆積物がみられる． 

この堆積物に対して，貝塚（1956）は帯広火山砂と命名し，Spfa１（襟裳火山砂）とともに地形面区分 

のための示準層として注目していた．十勝団研は，この堆積物が，従来日高山脈以西にのみ分布すると 

考えられていた恵庭 a 降下軽石堆積物（En-a）の，東への延長であることを明らかにした（春日井ほ 

か，1968)．さらに，Spfa１のみられない上札内Ⅱa面の区分に有効であることを示した（十勝団研， 

1968)． 

本地域では，上札内Ⅱa面・駒，面以上の地形面に，Spfa１同様広く分布する．層厚は，厚いとこ 

ろで40 cmを示す．上帯広台地や上札内台地の平坦面上では，当時の偏西風に吹き寄せられて古砂丘を 

4,700
3,100
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形成している（木村ほか，1970，1972；小坂ほか，1979)． 

野外では，En-aは有色鉱物が多く含まれているので砂状を呈する．風化が進むと軽石粒は丸みを帯 

びる． 

軽石粒は，有色鉱物と斜長石を多く含む多孔質型，塊状のガラスからなる．斜方輝石と単斜輝石は 

0.125-0.25mmの粒径を示し，角閃石を全く含まないのが特徴の一つである． 

En-aの降下年代については，松澤・小坂（1972)，藤山・田沼（1972）及び十勝団研（1972 b）がす 

でに述べているように 15,000±400年B.P．(GaK-2370；柏原，1970）と13,600±1,200年B.P． 

（GaK-3261；藤山・田沼，1972）の間と考えられている． 

 

Ⅵ．２ 完新世の降下火砕堆積物 

 

Ⅵ．２．１ 前 d 降下軽石堆積物（Ta-d） 

前 d 降下軽石堆積物（Ta-d）は，En-aののらない上札内Ⅱb面・大和面の区分に有効な示準層で， 

上札内Ⅱb面・大和面以上の地形面に分布する．本地域では，層厚10 cm以下で，下半部数cmは暗赤 

褐色を呈する細粒の軽石粒が主体を占める．上部は腐植層に漸移する． 

鉱物組成は，斜方輝石・単斜輝石，不透明鉱物のほか，少量のかんらん石を伴う． 

佐藤（1971）は，Ta-dと14C年代8,940±160年B.P．(GaK-2208）を報告した．En-a古砂丘を 

おおう腐植中にもこのTa-dが認められ，古砂丘の終息期の推定にこの14C年代が注目されている（木 

村ほか，1970，1972)． 

 

Ⅵ．２．２ 完新世の火山灰層 

完新世の火山灰層として識別されるのは，暗褐－褐色を呈し，細砂状の十勝C２層（To-C２）と暗赤 

褐色－褐色を呈し“オガクズ”状の十勝 C１層（To-C１）及び淡黄褐色－褐色を呈する細粒軽石質火山 

灰の前b層（Ta-b）である．これらの火山灰は，いずれも腐植層に挾在していて，とくにTo-C２と 

To-C１は，野外で識別しにくいところが多く，そこでは，To-Cと一括して地質柱状図に記載した． 

鉱物組成については，To-C２は，重鉱物に富み，とくに斜方輝石が多く，少量の単斜輝石と不透明鉱 

物がみられる．To-C１は，少量の不透明鉱物のほか，微量の斜長石と単斜輝石が認められる．Ta-bは， 

普通輝石紫蘇輝石安山岩質である． 
14C年代測定が，各火山灰層上部の腐植について試みられ，To-C２は，3,240±110年 B.P．，To-C１ 

は，2,020±90年B.P.と測定された（田村，1970)．また，To-C２ は，5,570±150 年 B.P．，To-C１ 

は1,610±90年B.P.の測定値の報告がある（佐々木ほか，1971)．Ta-b層は，1667年A.D.である 

（山田，1958)． 

 

Ⅶ．恵庭ａ降下軽石堆積物の古砂丘 
 

十勝団研は，Spfa１及びEn-aの二次堆積物に由来する内陸古砂丘が，十勝平野に発達することを 
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認め，これらの火砕堆積物の堆積後の十勝平野は，裸地状態で，寒冷かつ乾燥性気候が支配していたも 

のと推測した（十勝団研，1968)．その後，これらの古砂丘群は，十勝団研・古砂丘グループ（1970)， 

木村ほか（1970，1972，1978)，藤山ほか（1978)，によって詳しく調べられてきた．それらの研究によ 

ると，古砂丘は，Spfa１古砂丘，En-a古砂丘及び両者の複，古砂丘に区分されている． 

本地域では，En-a古砂丘が多数分布し，その下位に埋積されているSpfa１古砂丘は見出し難い． 

En-a古砂丘の分布・形態などについてはすでに述べたので，本章では，En-a古砂丘堆積物の層序・ 

特徴・体積・植生などについて述べる． 

 

Ⅶ．１ 層序と時代－En-a古砂丘の内部構造 

 

代表的En-a古砂丘堆積物（U-S 01）の層序を第28図に示す．ここでは，粘土質ロームの上位に堆 

積したEn-aは，大別してEn-a古砂丘１とEn-a古砂丘２の２回にわたって古砂丘を形成する．そ 

の形成過程と時代を詳細に検討すると次のような層序を示す． 

①上札内Ⅰ礫層の上位にシルト質ローム層が形成される． 

②Spfa１が降下堆積する．14C年代は32,200±   年B.P．(GaK-519；石狩低地帯研究会，1965)， 

32,200±2,000（GaK-714；佐藤，1969)． 

③Spfa１の上位にローム層が形成される．14C年代は23,500±800年B.P．(GaK-3260；藤山・田 

沼，1972)． 

④En-a 古砂丘１形成期（Ⅰ期)９）．En-aは降下堆積後（14C年代，15,000±400年，GaK-2370，柏 

原，1970）ただちに再移動し，新鮮な灰白色軽石質による“白砂古砂丘”を形成する．葉理は2-6ﾟの 

緩傾斜を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4,300
2,700

―――――――――――― 
９）Ⅰ期－Ⅵ期は，木村ほか（1972，1978）の区分による． 
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⑤砂丘形成休止期（Ⅱ期)．砂丘砂の風化が進まないうちに薄いローム層におおわれる．ローム層の 
14C年代は13,100±1,200年 B.P．(GaK-3261；藤山・田沼 1972)． 

⑥En-a古砂丘２形成開始（Ⅲ期)．風化したEn-aの軽石砂による砂丘形成開始，砂丘形成に小休止 

期があり，薄いローム層が形成される．葉理は5-6ﾟとⅠ期に比べ傾斜角が増す． 

⑦En-a古砂丘２主形成期（Ⅳ期)．En-a軽石質砂が厚く堆積する．最大層厚2.8mを示す．葉理 

は8-27ﾟと急傾斜である． 

⑧砂丘形成終止期（V期)．En-a古砂丘砂の上部は土壌化を受け，亜角塊状構造の発達したローム層 

（ボール状ローム層）を形成し，砂丘は固定される．ボール状ローム層の14C年代は，11,940±240年 

B.P．(GaK-5152；近堂・近藤，1975）である． 

⑨ボール状ローム層の上位を完新世の降下火山灰がおおう（Ⅵ期)． 

以上の諸事実と，前章のEn-aの降下時代とから，En-a古砂丘１の形成は，15,000±400年B.P. 

（GaK-2370；柏原，1970）以降，13,100±1,200年B.P．以前であり，En-a古砂丘２の形成は，13,100 

±1,200年B.P．以降，11,900±240年B.P．以前と推定される． 
 
 

Ⅶ．２ 堆積物の特徴 
 
 

En-a 古砂丘堆積物について，④（Ⅰ期）から⑨（Ⅵ期）の試料の粒度組成（Md：粒径中央値，So： 

分級度，Sk：歪度)，重鉱物の含量，有機炭素量などの特徴は以下のとおりである（第８表)． 
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粒径中央値（Md）は，⑤（Ⅱ期）を除いて下部から上部へ向って減少している．これは，風化したEn- 

aが再堆積をくり返えしたためであろう．⑤（Ⅱ期）の試料のMd値が0.05mmと極端に小さいのは， 

薄いローム層の値を示すためである．Md値が比較的大きい値を示すのは，この砂丘砂が珪長質で気泡 

に富んだ軽石質ガラスを主体とした砂のためと思われる． 

分級度（So）は，⑤（Ⅱ期）のロームを除き，いずれも2. 0以下であり，極めて良い．しかし，下 

部から上部へ向ってSo値が大きくなる傾向を示す．これは，En-aは本来空中で淘汰分級された堆積 

物であり，堆積後の表層風化によって細粒化し，分級度が低下したものと思われる． 

歪度（Sk）は，⑤（Ⅱ期）のロームを除いて，1.1-0.7に集中している． 

有機炭素量は，極めて微量であるが，⑤（Ⅱ期）と⑧（V期）が比較的高い値を示す．⑤（Ⅱ期）に 

は，微細な炭化木片も含まれており，植生の回復が推測される． 

重鉱物含量は，古砂丘１形成期（Ⅰ期）は10％，古砂丘２形成初期（Ⅲ期）は30％と増加し，古砂丘 

終止期（V期）は13％に低下する． 

 

Ⅶ．３ 古土壌と植生 

 

最終氷期末に古砂丘堆積物という特殊な母材及び気候下で生成されたと推定される古土壌が，En-a 

古砂丘の最上部⑧（V期）に認められる．この古土壌は，乾燥すると亜角塊状構造（ボール状構造）が 

明瞭になることからボール状ロームと呼称されているものである．とくに砂丘上の乾燥した頂部及び完 

新世火山灰層の被覆が比較的薄い部分に明瞭にあらわれる． 

一方，完新世火山灰層に厚く被覆され，かつ過去の砂丘において比較的凹地であったと思われる位置 

では，ボール状ロームの層準に全く異質の古土壌が認められる（木村ほか，1972,1978；近藤・近堂, 

1972)． 

以下に古土壌の粘土鉱物の特徴と植生について述べる． 

 

Ⅶ．３．１ 粘土鉱物 

ボール状ローム層は，黄褐色（10YR5/6）－明黄褐色（10YR6/6）の色調を呈する現世の酸性褐 

色土（または，Dystrochrept10)）に対比される．代表的粘士鉱物はAl－バーミキュライト・クロライ 

ト・イライト及びカオリン鉱物である． 

砂丘の東側斜面凹地では，粘土移動が明らかで，現世のパラ褐色土（または Alfisol10)）に対比可能 

な古土壌が発達する．この古土壌の上部は，バーミキュライト・イライト及びカオリン鉱物が主成分で, 

アロフェン様非晶質物質はほとんど認められない．下部は，カオリン鉱物・Al－バーミキュライト・イ 

ライトと若干のアロフェン様非晶質物質を伴っている（木村ほか，1978)． 

この２種の古土壌は，同一母材・気候下で，その水分環境及び土壌表層の安定性の違いに起因して，そ 

れぞれ形成されたものと思われる． 

―――――――――――――――― 

10）SOLE SURVEY STAFF（1976）による． 
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Ⅶ．３．２ 植生 

パラ褐色土様古土壌A１層の花粉分析と植物珪酸体分析が, 

木村ほか（1978）によって行われた. 

花粉分析の結果は，花粉の絶対量は少なく，しかも，樹木花 

粉はわずか5％である．花粉構成のなかで，Artemisia（キク科 

ヨモギ属）が75％と優位を占めている点がとくに注目される．イ 

ネ科草木の花粉は2％以下でヨモギ層に比べ著しく少ない（第 

29図)．このことは，当時の自然環境がまだ植生を回復するほ 

ど条件を満していなかったことを推測させる． 

植物珪酸体分析によると，植物珪酸体量は土壌中に3％含有 

されている．この値は，腐植含有量の多い現世の埋没火山灰の 

腐植層に含まれる量の1/5程度で，古土壌の腐植含量から推測 

すると決して少なくない．この結果からは，花粉分析の結果と 

異なり，イネ科草木がかなり繁茂していたことが推測される（第９表)．大部分の植物珪酸体は，北方 

型のウシノケグサ亜科イネ科草木に由来するもので，Ta-dより新しい埋没火山灰A層で普遍的に認め 

られるササ属イネ科草木は全く認められない． 

このような植生の回復を妨げる条件として，先に述べた14C年代が示す古砂丘形成時代は，ウルム氷 

期第Ⅳ亜氷期と推定される．すなわち，古砂丘１形成期（Ⅰ期）は最古期ドリアス（Oldest Dryas）期, 

休止期（Ⅱ期）はベーリング（Bölling）亜間氷期，古砂丘２形成期（Ⅲ期とⅣ期）は旧期ドリアス期 

（Older Dryas）期，終止期（V期）はアレレード（Alleröd）亜間氷期に対応し，寒冷気候が支配的であ 

った．また，En-a古砂丘は，噴出源から150 -200 kmの遠距離にあって，粒径の小さい軽石質火山灰 

で，見かけの比重も極めて小さく，堆積後の未風化期間は粗しょうで透水性が高く，降水量の低い時期 

には，堆積物全体の乾燥化が著しく促進されたと推測される． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅶ．４ 古砂丘の体積 

 

En-a古砂丘の分布地域のうち，美生川と帯広川間の北西から南東方向5 km，北東から南西方向7 
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kmのモデル地域を設定して，1 km２の単位面積あたり，砂丘を半楕円体として体積を測定した（木村 

ほか，1972，1978)．それによると，1km２あたりの砂丘量の最大は，2.6×10６m３（25個）で，モデル 

地域全体（35km２）では2.5×10７m３であった．全体量に対して最大量が多いのは，北東から南西方向 

7km２あたりの体積変化を比較すると，西側が0.7×10５m３，東側が 9.1×10６m３と急激に東側が増加 

しているためである． 

この体積変化は，先に述べた分布・配列方向と調和する．これらを，わせ考えると，En-aの一次堆 

積物を飛砂として北西から南東方向へ移動させる，北西の卓越風の支配下にあたったことが推定される． 

以上述べた，大量のEn-aの堆積とその諸性質に加え気候条件は，植生の回復を妨げ，卓越鼠が内陸 

古砂丘を形成した（第30図)．木村ほか（1978）は，この古砂丘地域を“古帯広砂漠”と呼んでいる． 

 

 

 

 

 

 

 

第30図 En-a古砂丘（U-S 02）の断面（木村ほか，1978） 

短軸方向の断面 幅70m比高9mを示す  

 

Ⅷ．周氷河現象 
 

十勝平野における周氷河現象の指摘は，十勝坊主（芝塚，earth hummock）に関する山田（1959） 

の報告にはじまる．ついで，皿状地形・氷楔・化石構造土・岩塊流などと地形との関係に関する鈴木 

（1960，1962)，鈴木ほか（1964）の報告がある．十勝団研は，十勝平野に分布する周氷河現象を広く観 

察し，それらに示される寒冷気候の層準を明らかにした（野川ほか，1972，1978)． 

本図幅地域には，ウルム氷期のインボリューション・化石構造土及び完新世の芝塚（十勝坊主）が認 

められる． 

 

Ⅷ．１ 更新世ウルム氷期の周氷河現象 

 

本地域には，芽室町祥栄（地点57）と芽室町北芽室（地点47）にインボリューション（invo lution） 

が，帯広市川西（地点58）に化石構造土が見出されている． 

 

Ⅷ．１．１ 祥栄のインボリューション 

芽室町祥栄の段丘面は，Spfa２・Spfa１及びEn-aに被覆される鈴蘭面（上札内Ⅰ面）である．こ 

こでのインボリューションの露頭スケッチを第31図に示す． 

この露頭にみられるインボリューションが形成された寒冷期は新期から旧期へ次の３時代と推定され 
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る． 

①En-a層は水平方向に断続的な分布を示す．下位の 

褐色ローム層との境界は著しく不規則で，褐色ローム層 

がEn-a層上位のボール状ローム層に直接する，，があ 

る．上位のボール状ローム層との境界はゆるい波状を呈 

する．ボール状ローム層とソフトローム層の境界は平担 

である．したがって，インボリューション形成は，ソフ 

トローム層堆積前ということになる． 

②S p f a２とS p f a１は，間に1 c mの暗褐色の粘土 

を上んでいる，両者は著しい擾乱を受け，それらの上面 

は，褐色ローム層に不規則な形で貫入し，特徴的なイン 

リューションを形成している．下位の泥炭層との境界は，ゆるい波状を呈している．したがって，こ 

のインボリューションを生じた寒冷期は，前En-a期である． 

③泥炭質粘土層と礫層との境界も波状を呈し，粘土層中に凍結凍上による礫の浮き上りがみられる． 

したがって，Spfa２層の堆積前，礫層及び粘土層堆積後に寒冷期が推定される． 

帯広市依田にも同様の化石周氷河現象がみられる（第32図)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第32図 帯広市依田の化石周氷河現象（上札内Ⅰ面，祥栄のインボリューション(第31図)と同時代に形成） 
Ta-d：前d降下軽石堆積物 En-a：恵庭a降下軽石堆積物 Spfa１:支笏降下軽石堆積物１ Ko:光地園礫層 

 

Ⅷ．１．２ 川西の化石構造土 

帯広市川西の上札内Ⅱa面にみられる化石構造上の露頭スケッチを第33図に示す． 

この露頭では，礫層とローム層の境界は複雑な波状を呈し，礫層のローム層中への貫入及びローム 

層中への礫の示差的上昇が認められる．En-a層は，上・下面ともほぼ水平に堆積し，擾乱を受けた形 
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跡は認められない．したがって，礫層のローム層への貫 

入は，クラック入り褐色ローム層堆積後，En-a堆積前 

の限定された寒冷期に形成されたと考えられる． 

Ⅷ．１．３ 北芽室のインボリューション 

芽室町北芽室の十勝川左岸の大和面（上札内Ⅱｂ面） 

にみられるインボリューションの露頭スケッチを第34図 

に示す． 

この露頭では，砂礫層とTa-d層との間には，厚さ15 

cm前後の砂層を挾む雲母の細片を混える淡褐色シル 

ト層と暗褐色ローム層が発達するだけである．このシル 

ト層中へ最大50 cmにも及ぶ礫の貫入がみられ，一部は 

シルト層を突き破って暗褐色ローム層中にまで入りこん 

でいる．シルト層中には礫の点在はなく，シルト層の凍 

結による圧力が，下位の礫層に加わって形成されたイン 

ポリューションの一種と考えられる．礫がローム層に達 

しているところでは，ローム中の礫の上昇が認められる． 

したがって，このインボリューションの形成期は，シル 

ト層堆積後にはじまり，En-aの降下前に終了したと考 

えられる． 

 

 

 

 

Ⅷ．２ 完新世の周氷河現象 

 

完新世の周氷河現象である芝塚（十勝坊主）は，本地域では帯広畜産大学構内の売買川左岸の上札内 

Ⅱb面上に認められる．大正図幅地域の上似平の芝塚（野川ほか，1972；小坂ほか，1979）のような完 

全な形態を示すものと，不完全な低い芝塚の両方が分布する． 

この地点では，上位より①Ta-b層，②腐植層，③To-C層，④腐植層，⑤Ta-d層，⑥砂礫層が認 

められる．To-C層の下位の腐植層とTa-d層は，砂礫層とほぼ水平な境界を示すが，To-C層は不規 

則な凍結擾乱を示し，中央部ほど厚く，To-C層の層厚は約50 cmを示す．To-Cの上位の腐植層は， 

芝塚の中央部で厚く，かつ擾乱されているが，周辺部は安定して薄くなっている．したがって，芝塚の 

形成は，山田（1959）が指摘しているように，To-C降下後，Ta-b降下前の寒冷期に形成された． 

すでに述べたように，最近の研究では，To-Cは，To-C１とTo-C２に区分される（北海道火山灰命名 

委員会，1972)．14C年代は，To-C１は2,020±90年B.P．，To-C２は3,240±110年B.P．(田村，1970) 

で，一方，佐々木ほか（1971）は，To－C１は1,610±90年B.P.,To-C２は5,570±150年B.P．の年代 

値を報告している．北海道火山灰命名委員会（1972）は，Ta-b 1667年A.D．，To-C１は2,020±90 
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年B.P．，To-C２は 3,240±110年B.P．を採用している．したがって，芝塚の形成された寒冷期は， 

5,570年B.P.ないし2,020年B.P．から1667年A.D．の間である．なお，糖平湖北東の十勝三股
みつまた

の永 

久凍土層の14C年代4,540±105年B.P．(GaK-4350，十勝団研，1973b）は，この寒冷期と調和する． 

 

Ⅸ．地質構造及び地史 
 

Ⅸ．１ 十勝構造盆地の構造 

 

十勝団研は，十勝平野の鮮新－下部更新統の研究を進め，鮮新世初頭に開始された特徴的な構造運動 

が，十勝平野の鮮新－前期更新世を通じて展開し，後期更新世ないし現在に引きつがれている構造運動 

であることを明らかにした（松井・山口，1970；松澤ほか，1974；松井ほか，1975；松井ほか，1978a， 

b,c)． 

すなわち，十勝平野の鮮新－下部更新統は，一連の十勝累層群として把えられるものであり，その下 

－中部にあたる本別層－池田層を堆積した鮮新世の堆積盆（本別構造盆地，池田構造盆地；三谷，1964） 

の基本的性格は，これを一部不整，におおい，西に中心を移動させた鮮新世末の長流枝内堆積盆（長流 

枝内構造盆地)，さらに同層と明らかな構造的不整，で接し，いっそう西に限られるに至った前期更新 

世の渋山層堆積盆（渋山層構造盆地）を通じて追跡される．中期更新世初頭には，光地園礫層・美蔓礫 

層などの厚い扇状地礫層が，十勝平野をおおうが，引き続いて進行する構造運動によって，帯広を中心 

とする堆積盆（帯広構造盆地）を生み，現在へ引きつがれた（第35図)． 
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Ⅸ．１．１ 長流枝内構造盆地 

北見－浦幌地塁（松井ほか，1978 c）の上昇運動の西への拡大が，豊頃丘陵の上昇運動・猿別背斜と 

一体となって，池田構造盆地の東部を上昇域に転化させたため，長流枝内堆積盆（長流枝内内湾）は， 

いっそう西へ押しやられる．鮮新世末には，この長流枝内内湾に海進が行われ，盆地東部では，池田層 

が不整，におおわれる．盆地西縁は，日高山脈東麓にまで達し，北西縁は，岩松断層で石狩山地の上昇 

域に接する．南は，大樹図幅地域の忠類－大樹付近に狭い湾口をもち，沈降域の中心は，士幌－帯広－ 

更別付近に移った（第36図)． 

長流枝内層は，本地域を含む構造盆地の中央部から西部にかけては，沈降しながら堆積を続けた厚さ 

700mに達する砂・シルト層を主体とする．上昇域に転じた東部は，本別層・池田層の礫層の再堆積と 

考えられる粗粒相からなり層厚も薄い．この両者は，幕別台地のほぼ中央部を北北西から南南東方向の 

地層の急立帯（幕別急立帯；十勝団研，1978）や，長流枝内丘陵と幕別台地の西縁を画する居辺断層 

（十勝団研，1978）で境される（第37図)．一方，南部では，長流枝内層堆積後，十勝中央構造帯（松井 

ほか，1978 c）の活動によって，長流枝内内湾の湾口は完全に閉ざされ，内陸盆地である渋山構造盆地 

を形成するに至る．その後もこの構造帯は，十勝構造盆地の骨組みを形成する要素の１つとして活動を 
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継続し現在に至っている． 

 

Ⅸ．１．２ 渋山構造盆地 

長流枝内構造盆地は，長流枝内層堆積後，その東部，長流枝内丘陵－幕別台地を結ぶ地域は，一転し 

て上昇域に転ずる．こうして，さらに西へ押しせばめられた渋山構造盆地が誕生する．東縁は居辺断層 

で画され，西縁は北東－南南西方向を示す構造線・岩松断層で，北は石狩山地，南は十勝中央構造帯（宮 

坂ほか，1978）で画される．このように，渋山構造盆地は完全な内陸盆地の形態を示す． 

渋山層の基底は，すでに述べたように，東部から中央部では芽登凝灰岩層，北西部から中央部にかけ 

て屈足溶結凝灰岩層が堆積する．これらの火砕流堆積物は，その分布・層厚・溶結度の地域的変化など 

から，石狩山地，おそらくは然別川－糖平川上流城に源をもつ，黒雲母・石英の斑晶を多量に含む酸性 

の軽石流堆積物である．この上位には，厚薄の亜炭層を上む，軽石流堆積物の二次堆積層が堆積して， 

音更町付近に中心をもつ内陸盆地－湿原が形成された（第38図)． 
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Ⅸ．１．３ 音更川－札内川断層 

音更町北宝来付近を通る東西断面をみると，音更川左岸では，芽登凝灰岩層の上面が標高52mであ 

るのに対して音更川を上んで西の木野市街では標高15 mに低下している．この落差は，北へ向って 

増大し，音更市街を通る東西断面では，西落ちの落差70mにも達する．上士幌礫層は，この構造谷を 

埋めて厚く堆積しており，この構造の活動が後期更新世に及んでいることを示している．この構造谷の 

南への延長は，十勝川をこえて，依田から大正図幅地域の中札内に至ることが，上札内Ⅰ礫層の南南西 

から北北東に直線状に延びる狭長な厚い発達によって推定される． 

一方，幕別台地西縁から依田にかけて，光地園礫層の基底の高度が，幕別台地西縁では標高85m前 

後を示し，依田の上札内台地への登り口では標高57mを示し，高度差28mに達する．これは，光地 

園礫層堆積後の居辺断層の活動を裏付ける．また，札内川を横断する東西断面でも，上札内台地と上帯 

広台地東縁では，光地園礫層の基底の高度に違いが認められる．すなわち，基底の標高は，上札内台地 

の東で57m，西で54m，上帯広台地の東で50 m前後を示し，札内川に沿う西落ちの断層が推定され 

る．上札内台地の東側では光地園礫層の上位に上札内Ⅰ礫層はのらないが，西側では厚さ11mに達す 

る上札内Ⅰ礫層が発達している． 

これらの事実から，中期更新世から後期更新世にかけて，居辺断層の活動とともにそれに平行して活 

動した，音更川－札内川を結ぶ構造線（音更川－札内川断層）が推定される（第39図). 

なお，帯広川に沿っても，渋山層の基底の高度，光地園礫層の基底の高度などから，音更川－札内川 

に沿う構造線と同様な性格の構造線が推定される． 

 

Ⅸ．１．４ 美蔓台地の傾動的上昇 

美蔓台地は，西へ大きく湾曲し，北部から中部にかけては北北西から南南東へ傾き，中部以南では北 

西から南東方向へ緩く傾斜する．本地域を含む台地南東端での標高は120 m前後を示すが，扇頂部の 

鹿追町然別付近では標高420 mに達する．ここでは，東縁，西縁は急峻な崖を形成し，十勝川と比高 

120m前後，然別川と比高80 m前後を示し，末端部の現河床との比高60 mに比べ著しく大きい．面 

を刻む河川は，一般に面の傾きと同一方向の流路で長い深い谷を刻む．しかし，北部の西縁には，崖と 

直交する東西方向の流路の短かい小沢が深い谷を刻んでいる． 

これらの諸事実は，美蔓面形成後，美蔓台地は，西あがりの傾動を示すとともに，南部に比べ北部が 

大きい上昇運動を継続していることを示唆している． 

 

Ⅸ．２ 十勝構造盆地の変遷 

 

本地域を含む十勝平野には，すでに述べたように，北見－浦幌地塁に沿う北北東－南南西の延長を示 

し，十勝中央構造帯を南限とする，いくつもの構造盆地が形成された. 

鮮新世末には，池田構造盆地の西に，沈降の中心を帯広盆地に移動した内湾性の長流枝内堆積盆が形 

成された．この内湾は浅海－汽水－淡水相を操り返す厚い堆積物によって埋積される．前期更新世には， 

長流枝内丘陵・幕別台地の上昇と十勝中央構造帯の活動によって，長流枝内堆積盆の西半分に渋山堆積 
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盆地（内陸盆地）が形成された．この内陸盆地に酸性の軽石流堆積物が流入して盆地を埋め，引き続い 

て泥炭を上む軽石質砂礫粘土層で埋積されて帯広盆地（内陸湿原）の原形が形成された．中期更新世初 

頭には，日高山脈南部と石狩山地の上昇によって，古期扇状地礫層が帯広盆地を埋めつくした．十勝構 

造盆地は，これ以降，このような大規模な礫層の堆積を一度も行っていない．わずかに認められるの 

は，極めて限られた構造的凹地を埋積している扇状地礫層にすぎない．広く発達する地形面は，ほとん 

どこれらの扇状地礫層を，った， 面である．後期更新世には，寒冷気候の指示者である周氷河現象が  

形成される．ここでは，総括的にいくつかの段階をおって地史を概観する． 

 

Ⅸ．２．１ 長流枝内内湾の時代（鮮新世後期） 

鮮新世末に，池田構造盆地の東縁地域が上昇域に転化したことによって，沈降軸が西へ移動し，十勝 

構造盆地の中央部から西部に拡がる長流枝内内湾が形成された．この長流枝内内湾に堆積した長流枝内 

層は，浅海－汽水－淡水相を繰り返す地層である．東縁部にあたる長流枝内丘陵・幕別台地では，池田 

層を不整，におおって粗粒相が薄く堆積し，本地域を含む帯広盆地下では，厚い細粒層が堆積する． 

このような長流枝内層の化石群集の特徴は，①特徴ある絶滅種，Acila gottschei， Pseudamiantis 

tauyensis（中新世－鮮新世)，Spisula kurikoma，Soletellina minoensis（中新世）を含むこと，②下 

部に暖流系種，Umbonium costatum，Lucinoma annulata などを産すること，③全体として寒流系現 

生種が卓越することであり，本別層あるいは池田層のものと差違が認められる．花粉化石にみられる古 

気候は，一連の寒冷気候のなかでも，一部にやや Piceaが減少し，Abies，Betula が増加し，幾分温暖 

化した時期が含まれている．このように，長流校内層の気候変化は，貝化石及び花粉化石の内容から, 

池田層上部の寒冷化に引き続く，海水温及び気候の寒冷－温暖の繰り返しが示される．一方，長流枝内 

層の凝灰質シルト層の古地磁気は，不安定微弱ながらも逆帯磁を示し，本層に夾在する（十勝川上流域か 

らこの構造盆地の北西部－中央部に流入した，酸性火砕流であるペンケニコロ溶結凝灰岩層も）逆帯磁 

を示すなど，全体に逆帯磁が優位な時代である．また，長流枝内堆積盆の北東部では，長流枝内層は， 

K-Ar年代が1.70±0.16m.y．を示す黒曜石礫を含む居辺山層に不整，におおわれている． 

以上の諸費料から，長流枝内内湾の時代は Matuyama Reversed EpochのOlduai event より古 

く，Reunion event を上む時期，すなわち鮮新世末と推定される． 

 

Ⅸ．２．２ 渋山内陸盆地の時代（前期更新世） 

渋山層は，長流枝内構造盆地の東部の上昇によって，西に押しせばめられた内陸盆地・渋山構造盆地 

を埋めて堆積した陸成層である． 

然別川－糖平川上流地域に源をもつと推定される黒雲母・石英の斑晶に富む酸性軽石流堆積物を主体 

とした，屈足溶結凝灰岩層・芽登凝灰岩層が渋山層の基底層として長流枝内層を不整，におおい，さら 

に，その二次堆積層を主体とする凝灰質砂・シルト層に，厚薄の亜炭層及び軽石礫を頻繁に上む陸成層 

（渋山層主部）が堆積し湿原を形成する． 

渋山層の花粉化石及び植物化石が示す古気候は，上下を通じて Larix が認められず，上部に向って， 

Picea，Menyanthes が増加する傾向を示すが，この時期が顕著な寒冷期でなく，下位の長流枝内層上 
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部に比べると，やや温暖化したと推定される．一方，屈足溶結凝灰岩層・芽登凝灰岩層の示すK-Ar年 

代は，おおよそ1.2-0.75m.y．の値を示し，これらの軽石流堆積物の磁化方位は正帯磁を示している． 

さらに渋山層上部に夾在する凝灰岩層の磁化方位も正帯磁の傾向を示す．西士狩の凝灰質シルト層から 

産する，樹幹のアセチルブロマイド残存率による年代は，34×10４年及び97×10４年という値を示して 

いる11)． 

以上の諸資料から渋山内陸盆地の時代は，Jaramillo event を含む前期更新世後期の長流枝内内湾の 

時代より，やや温暖化した時代と考えられる． 

 

Ⅸ．２．３ 光地園・美蔓扇状地及び削地形面形成の時代（中期更新世以降） 

光地園礫層によって構成される光地園扇状地は，十勝構造盆地の南端部から中央部にかけて分布する． 

一方，美蔓礫層によって構成される美蔓扇状地は，北端部から中央部にかけて分布する．この広大な扇 

状地は，本地域の上帯広台地北端の礫種構成資料（第15図）が示すように，帯広付近で，体する．この 

古期扇状地礫層によって渋山構造盆地は埋められ，新たに帯広構造盆地が誕生する． 

帯広構造盆地は，長流枝内構造盆地，渋山構造盆地が，その中心部に大きい沈降運動を示す厚い堆積 

物によって埋積されたのと違って，ほとんどみるべき沈降運動を示していない．すなわち，本地域南部 

に拡がる光地園礫層の層厚は周縁部に向って厚く，扇端部では地表に渋山層があらわれている．さらに， 

北部の美蔓台地では，美蔓礫層の基底面は光地園礫層のそれより高い（第40図)．このように，光地園 

美蔓礫層形成後は，帯広構造盆地中心部の沈降運動を示す事実は認められない．したがって，この盆地 

は，日高山脈・石狩山地・十勝中央構造帯・長流枝内丘陵及び幕別台地の上昇による相対的低地として， 

前期更新世末ないし中期更新世初頭に形成された． 

音更川左岸に発達する北居辺礫層は，音更川上流城では，音更川の， から取り残されて，南北方向  

に広い分布を示す．この分布域は，長流枝内丘陵と美蔓台地 瓜幕台地の間の北北東から南南西の直線  

的な構造凹地に限られている，一方，南部十勝地域に限って，光地園礫層を，って十勝中央構造帯南部 

からその西側に東北東に延びる礫層・幕別扇状地礫層が堆積している（小坂ほか，1978)．光地園礫層・ 

美蔓礫層堆積後の，このように限られた分布を示す扇状地礫層の発達は，堆積の，の構造的位置に規制 

されるだけでなく，これらの礫層を供給した帯広盆地縁及び北，南縁の山地の上昇を示している．す 

なわち，光地園礫層・美蔓礫層の形成から北居辺礫層・幕別扇状地礫層の形成の間に，石狩山地の上昇 

 

 

 

 

――――――――――――――――― 

11）新潟大学白井健裕博士の私信による． 
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域はやや東へ移動し，日高山脈の上昇域は南部から中央部に移ったことを示すと考えられる． 

本地域南部には，すでに述べたように，全域的拡がりを示して分布する光地園礫層を，って，基松 

面・上札内Ⅰ面・上札内Ⅱa面・上札内Ⅱb面などの地形面が発達している．これらの地形面は，部分 

的に薄い礫層を堆積するものの，基本的には光地園礫層の， 面である．これらの地形面を隣接する大  

正図幅地域へ追跡すると，札内川の支流の戸蔦別川が，北西から南東へ流路を移動させながら下刻を続 

け，北から南へ階段状に上札内Ⅰ面，上札内Ⅱa面，上札内Ⅱb面を残している．これは，日高山脈北 

部の上昇が反映されたものであろう． 

後期更新世に入ると，音更川－札内川断層に沿って，帯広盆地の北と南から上士幌礫層・上札内Ⅰ礫 

層が構造凹地を埋めて堆積する．この礫層を，って，新期扇状地・段丘面が形成される． 

このように，本地域が，その中央部に位置する構造盆地は，鮮新世－前期更新世の構造運動の諸特徴 

－長流枝内丘陵・幕別台地の上昇，居辺断層の活動，十勝中央構造帯の活動－に加えて，石狩山地の上 

昇域の東への移動，日高山脈の南部→中部→北部への差動的上昇，音更川－札内川断層にみられる活構 

造などに規制されている．すなわち，光地園礫層・美蔓礫層の大量の堆積以降は，構造的凹地に局所的 

に堆積した北居辺礫層・幕別扇状地礫層，上士幌礫層・上札内Ⅰ礫層のほかは，見るべき礫層の形成は 

行われず，これら旧・新の礫層を， して多くの古期・新期の地形面が形成された．  

 

Ⅸ．２．４ 寒冷気候下の帯広盆地（後期更新世－現世） 

十勝平野がウルム氷期を通じて，著しい寒冷気候下にあったことは，十勝団研の一連の研究によって 

明らかにされている（木村ほか，1970，1972，1978；大江・小坂，1972；野川ほか，1972，1978；星野・ 

小坂，1978；十勝団研，1978)． 

上士幌礫層・上札内Ⅰ礫層の形成後現河床礫形成まで，本地域には，堆積地形面の発達はみられなく， 

上札内Ⅱa面・駒，面，上札内Ⅱb面・大和面はいずれも，より古い扇状地面・段丘面の， 面である．  

Spfa１堆積の時期を転機に，ウルム氷期中―後期の寒冷乾燥気候が卓越する．Spfa１をおおって安定 

した分布を示す褐色ローム層，En-aをおおって分布するボール状ローム層の形成期は，やや温暖な時 

期・亜間氷期を示すものであろう（第10表)． 

本地域に分布するSpfa１は，分布の中心軸から離れているため，南部十勝地域にみられるSpfa１ 

古砂丘（木村ほか，1972，1978；松井ほか，1974；帯広市教）委員会，1978）は認め難い．しかし，祥 

栄でみられるように，後Spfa１－前En-aの間に数回のインボリューションが形成されており，また， 

川西では，クラックの発達した褐色ローム層堆積後，En-a堆積前の限られた時期に礫の示差的上昇（構 

造土形成）が認められる．このインボリューションや構造土形成の時期は，南部十勝のSpfa１古砂丘 

形成の時代，14C年代で28,750±1,840年B.P.(GaK-7080；帯広市教）委員会，1978）と23,500±800 

年B.P.(GaK-3260；藤山・田沼，1972）からEn-a堆積前に対比される. 

En-aの堆積後の寒冷荒原・古帯広砂漠の時代は，En-a降下直後のEn-a古砂丘１形成（15,000±400 

年B.P.）にはじまり，休止期（13,100±1,200年B.P.）を上んで，En-a古砂丘２が形成され，それを 

おおうボール状ローム形成（11,940±240年B.P.）以前に終了したことが明らかである．En-aが砂丘 

砂として，大きく移動を続けて砂丘を形成していた寒冷な時代に比べて，その休止期及び停止期の堆積 
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物である褐色ローム層及びボール状ロームの形成は，やや冷涼な気候を示すといえる．14Ｃ年代によれば， 

古砂丘１形成は，最古期ドリアス（Oldest Dryas）期，休止期はベーリング（Bölling）亜間氷期，古 

砂丘２形成期は旧期ドリアス（Older Dryas）期，停止期はアレレード（Alleröd）亜間氷期に対比さ 

れる．ボール状ロームの堆積とほぼ同時期と考えられる上札内Ⅱb面・大和面の形成は，アレレード亜 

間氷期の可能性が大きい． 

北芽室のインボリューションは，Ta-d 降下前の更新世最末期の寒冷期を代表する． 

中札内面・音更面の形成は，ソフトロームの形成，Ta-dの降下（8,940±160年B.P.）に引き続く 

温暖期に対比される． 

帯広畜産大学構内の芝塚・十勝坊主に示される寒冷期は，To-C降下後，Ta-b降下前であって，14C 

年代で，2,020±90年B.P．ないし3,240±110年B.P．から1,667年A.D．の間と推定される． 

 

X． 応 用 地 質 
 

本地域における資源としては，かつて十勝炭鉱で稼行された，渋山層主部に夾在する亜炭と，地表下 
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700mから1000 mにかけて湧出する温泉，及び骨材の対象となる上札内Ⅰ礫層及び氾監原堆積層の玉 

石・砂利などがある． 

 

X．１ 亜  炭 

 

渋山層主部には，亜炭層を数層夾在する．旧十勝炭鉱で嫁行された炭層は，長尾（1958）の調査報告 

から推定すると，渋山層の模式地の西士狩付近に発達する最も厚い亜炭層に対比される．この亜炭層の 

炭丈は70-90cmでかなり連続している．しかし，地の亜炭層は10-20c mと薄く膨縮が著しい． 

炭質は，日本工業規格による炭質区分によると，褐炭（F２）に属する．亜炭層には，草質炭と木質灰 

がみられ，下半分に夾在する亜炭層に木質炭が多い．工業分析（日本鉱産誌V-a，1960）の結果は第11 

表のとおりである．なお，採掘したままの状態では，水分含量は40％前後である．旧十勝炭鉱の炭量は， 

長尾（1958）によって，1,753,000ｔと推定されている． 

旧十勝炭鉱の鉱区は，国見山自然観察教）林に指定されているほか，農耕，植林などに使用されてい 

る．自然環境保護の立，，炭量・品位などを勘案すると，今後，エネルギー資源の見直しが問われても， 

稼行の見遠しは乏しい． 

 

 

 

 

 

 

X．２ 温 泉 

 

帯広市の東方に十勝川温泉がある．近年，本地域内でも，探度 700mから1,200mに達する温泉試 

掘12）が行われ，湧出量１分間に600-1000，温度40.5-44.5℃の自噴泉が得られている．北海道衛生研 

究所鉱泉課の資料による分析値を第12表に示す．この表に示すように，泉質は大別して，単純硫黄温泉 

（第12表１）と単純温泉（第12表２）の２種類である． 

帯広市を中心とする温泉試掘１－４では，地下増温率はいずれも100mについて 4℃で，木野市街北 

の温泉試掘５では，深度1,180mで地中温度57℃に達し，この増温率より高い値を示している． 

 

X．３ 骨 材 

 

十勝川及び札内川両水系の氾濫原堆積層は，骨材として良質の玉石・砂利が大量に分布し，現在，本 

地域を中心に土木建築工事用及び道路敷石用として採取されている． 

昭和53年度の北海道開発局帯広開発建設部管理課の資料によれば，両水系の国営管理区域における砂 

利掘，可能量及び採取可能総量は第13表のとおりである． 

――――――――――――――――― 

12）試錐（１－５）の位置は地質図に示してある． 
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両水系の氾濫原において，昭和49年-53年の５ヵ年間に採取された砂利量は，次のとおりである． 

水 系       砂利採取量（国有・民有地，計） 

十勝川上・下流          4,077,979m３ 

札内川              1,172,131m３ 

とくに札内川水系の砂利は，上流域に分布する日高帯の変成岩，深成岩類に由来しており，見かけの 

比重2.68±0.02（礫径25 mm)，2.70±0.02（礫径40 mm)，(宇部生コンクリートK.K.調べ）と高 

く，骨材としての品質は極めて良好なものである． 

札内川水系では，このほか，上札内Ⅰ礫層の分布地域，とくに上札内台地北端部の依田付近で，この 

礫層の礫を骨材として採取している． 
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（Abstract）  
 

TOPOGRAPHY 

 

The mapped area is situated in the central Tokachi district of the broad Tokachi 

Plain extending between the Ishikari Mountains Region, the Hidaka Mountain Range and 
the Shiranuka Hills, and it is topographically divided into two regions by the Tokachi 
river; the north plateaus and the south plateaus. Among these plateaus, some plateaus 

such as Biman, Shihoro, Mikage, Kamiobihiro, Kamisatsunai and Makubetsu compose this 
mapped area. On each plateau develops some of the following flat planes which were 
formed during the Middle to Late Pleistocene, such as Kochien-Biman, Kyōei-Memuro- 

Kitaoribe Ⅱ , Kamisarabetsu Ⅱ , Motoimatsu, Kamisatsunai Ⅰ-Suzuran, Kamisatsunai Ⅱa- 
Komaba, Kamisatsunai Ⅱb-Daiwa, and Nakasatsunai-Otofuke Plane of Holocene. 

The differences in direction of inclination of these planes seem to have occurred 

successively from middle Pleistocene to Holocene, as the results of noticeable uplift of 
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the Hidaka Belt, subsiding of the Tokachi Tectonic Basin and upheaving of the Maku- 
betsu Plateau connected to the Toyokoro Hills. 

In Kitafushiko, Kawanishi and Aikoku areas on the Kamisatsunai Ⅰ  Plane, there have 

been detected more than 230 ancient dunes composed of the materials which derived from 
the deposits of the Eniwa Pumice Fall“a” . 
 

GEOLOGY 
 
The stratigraphical  succession in this area is  shown in Table  Ⅰ .  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Tokachi Supergroup 

The Tokachi Supergroup, developed in the Tokachi Plain, is divided into the foll- 
owing four parts in ascending order: the lower part（Honbetsu, Nukanai and Ashoro 

Formations), the middle part（Ikeda Formation), the upper part（Osarushinai and Oribe- 
yama Formations), and the uppermost part（Shibusan and Nakazato Formations). Among 
them the upper and uppermost of this Supergroup, the Osarushinai and Shibusan Forma- 

tions develop in this mapped area. 
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Osarushinai Formation 

The Osarushinai Formation, consisting of gravel, sand, clay and lignite, accompanied 
with tuff beds, is the sediments of a shallow sea and terrestrial basin.The Pankenikoro 

Welded Tuff of pyroclastic flow inflowed in this basin. The flora of the Osarushinai 
Formation indicates repetitions of cold and cool paleoclimates. According to the paleo- 
magnetic stratigraphy and K-Ar dating, the Osarushinai Formation is presumed to be the 

deposits in the Latest Pliocene prior to the Olduvai event of the Matuyamna Reversed 
Epoch. 
 

Shibusan Formation 

The Shibusan Formation develops on the Biman and some other plateaus in the mapp- 
ed area. This formation is subdivided into the basal member（Kuttari Welded Tuff Bed 

and Meto Tuff Bed）and the main part. The Kuttari Welded Tuff Bed and Metō Tuff 
Bed overlie the Osarushinai Formation with uncomformable relation, and consists of acid 
pumice-flow and fall deposits. The main part, which consists of clay, pumiceous sand, 

gravel, thin peat and tuff, is the sediments of terrestrial environment. 
Judging from the K-Ar dates and paleomagnetic evidences,the age of the Kuttari 

Welded Tuff and Metō Tuff is correlative to the Jaramillo event and the main part may 

extended through the latest Matuyama Reversed Epoch to Brunhes Normal Epoch. There- 
fore, the age of the Shibusan Formation is of latest Early Pleistocene. 
 

Middle-Upper Pleistocene Deposits 

It is noticeable that the fanglomeratic deposits, the Kōchien-Biman Gravel Beds, pre- 

vail throughout the mapped area, underneath the whole younger Pleistocene sequences. 
The lithofacies of the Kōchien-Biman Gravel Beds suggests that the western and northern 
hinterlands, namely a part of Hidaka Belts and Ishikari Mountains, have been eroded 

away vigorously in Middle to Late Pleistocene. 
Some younger pyroclastic and gravel deposits cover the older dissected Kōchien- 

Biman Gravel Beds.Such younger gravels are the fan and fan-surface deposits formed 

by erosion and denudation of the older thick gravel bed.The differences among these 
flat topographic planes in distribution, inclination of plane surface and kind of compos- 
ing pebbles suggest the upheaval movements in the Hidaka Belt and the Ishikari Moun- 

tains since the Middle Pleistocene were not uniform in places, and the acme of rapid 
upheaval in the Hidaka Belt was earlier in its southern part than its northern part. 

For the correlation of the topographic flat surfaces in this plain, several pyroclastic 

fall deposits were used as excellent keybeds, viz. in ascending order: 
Shikotsu Scoria Fall Deposit（Ssfa） 
Orange coloured Fall Deposit（Op-1） 

Shikotsu Pumice Fall Deposit Ⅱ（Spfa2） 
Shikotsu Pumice Fall Deposit Ⅰ（Spfa1） 
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Eniwa Pumice Fall“a”(En-a） 
These pyroclastic fall deposits in the Tokachi Plain,including the mapped area, are 

roughly estimated to have accumulated from about 50,000years to about 10 ,000years 

B.P. This estimation is based upon the 14C age of the several horizons of pyroclastic 
fall deposits. 

 
Kōchien Gravel Bed and Biman Gravel Bed 

The Kōchien Gravel Bed is composed of decayed cobbly gravels cemented with clay. 
The gravels consist of sandstone and slate derived from the Hidaka Supergroup, and the 

rocks composing the Hidaka Belt such as hornfels, migmatite and granite. This gravel 
bed is traceable to far east, though its upper parts have been lost by later dissection, on 
the Makubetsu Plateau. 

Biman Gravel  Bed,developing in north p la teaus, is  composed of  decayed cobbly 
gravel cemented with clay and tuffaceous sand. The gravels consist of andesite and 
welded tuff derived from the Ishikari Mountains and the rocks composing the Hidaka Belt 

such as hornfels, slate and granite. 
 

Kōchien Plane and Biman Plane Deposits 

A unique yellowish pale clay bed is frequently observed on the Kōchien and Biman 
Gravel Bed. These “fan-surface deposits” named “White-clay” because of its charac- 

teristic whitish appearance, seem to be the product of arigillization of volcanic ash deposit. 
The clay mineral compositions is characterized by a predominant amount of allophane 

and halloysite on Kōchien Plane, and of vermiculite and 7Å kaolin mineral on Biman 

Plane. 
 

Kitaoribe Gravel Bed 

The Kitaoribe Gravel Bed, which develops in southern part of Shihoro Plateau in 
this mapped area, is composed of some decayed cobbly gravel cemented with sand. The 
gravel's composition is characterized by a predominant amount of andesite and welded 

tuff, and the rocks composing the Hidaka Belt such as slate and granite. This gravel 
bed is considered to have been accumulated in narrow subsiding zone in N-S direction 
along the Shihoro Plateau. 

 
Kyōei, Shimosahoro, Kamisarabetsu and Motoimatsu Plane Deposits 

These deposits were formed successively on the dissected surface plane by erosion of 

The Kōchien Gravel Bed. They are composed of thin reddish brown loam, brown silty 
loam or thin sorted gravel bed. 

 

Kamisatsunai  Ⅰ  Gravel Bed and Kamishihoro Gravel Bed 

These gravel beds are laminated cobbly gravel more then 20m thick, they are con- 
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sidered to have been accumulated in a narrow subsiding zone in N-S direction along the 
down stream of the Otofukegawa and the Satsunaigawa. These gravels conisist of the 
rocks derived from Hidaka Belt and Ishikari Mountains. Tephrochronological investiga- 

tion revealed the date of these gravel beds to be younger than the deposition of Op-1 
and older than the Spfa1 and 2. 
 

Kamisatsunai Ⅰ , Ⅱa, Komaba, Kamisatsunai Ⅱb and Daiwa Plane Deposits 

The Kamisatsunai  Ⅰ Plane Deposits consist of brown loam intercalating Spfa1 and 
2 .  The Kamisatsunai  Ⅱa, Komaba Plane Deposits,brown loam and pebbly gravel,are 

younger than Spfa1  and older than the ball structured loam.The loam and gravel of 
the Kamisatsunai Ⅱb and Daiwa Plane Deposits are younger than the ball structured loam 
and older than the soft loam. 

 
Ancient sand dunes and periglacial phenomena 

More than 230  ancient sand dunes scatter widely on the Kamisatsunai  Ⅰ  Plane,in 

this mapped area, and they are recognized to have been formed under the periglacial 
climactic conditions during the Late Pleistocene. These sand dunes are mainly composed 
of reworked pumiceous fine sand derived from En-a. Many other buried periglacial phe- 

nomena such as involutions and rising of pebbles are found on many planes in Takachi 
Plain including this area. The age of these phenomena are considered to coincide with 
the cold climatic stages confirmed by pollen and floral assemblages. 14C age determina- 

tion of these cold climatic stages was carried out on natural charcoals found in several 
horizons of the loam. 

 

Deposits in Holocene 
 

After the latest Pleistocene glacial stage accumulated the Nakasatsunai Plane Deposits 

and the fluvial plane deposits. The Nakasatsunai Plane Deposits are formed on the dis- 
sected surface plane by erosion of the Kamisatsunai Ⅱb Plane Deposits, and after Nakasa- 
tsunai Plane Deposits had been eroded out, the fluvial plane deposits were accumulated on 

the erosional surface of the Shibusan Formation.They are modified by some periglacial 
phenomena such as earth hummocks which were constituted in a cold climatic stage of 
Holocene about 2000-3000 years B. P. 

 
Geological history and Tectonic movements 

 

The Osarushinai depositional basin is formed by subsequent westerly shifting of the 
Ikeda Basin.The Osarushinai Formation is the deposits prior to the Olduvai event of the 
Matuyama Reversed Epoch. Then, the Shibusan Basin is formed as an inland basin by 

the movement of the southern rising zone, the central Tokachi tectonic zone. The Metō 
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Tuff and Kuttari Welded Tuff flowed in this basin, the eastern margin of the Shibusan 
Inland Basin is defined by and active tectonic line, the Oribe Fault. 

In the beginning of Middle Pleistocene, early Brunhes Normal Epoch, the rapid uplift- 

ing of both the Hidaka Mountains on the south and west, and the Ishikari Mountains on 
the north, supplied coarse grained clastics as source material of the Kōchien and Biman 
Gravel Beds, which once thickly covered all over the Shibusan Formation. These gravel 

beds from the framework of the topographical configuration of this area, and its areal 
changes in the altitudes of both the upper surface and the basal level were critically an- 
alyzed in and around this area, to detect the late Pliestocene to Holocene tectonic move- 

ments which displaced and deformed these gravel beds. It was clearly revealed that in 
general the Tokachi Plain including this area had been a continuous subsiding basin re- 
lative to the surrounding area of constant upheaval. Inside the basin, exists a local N-S 

directional upheaval area, the Makubetsu Plateau.The western margin of this plateau 
is defined by an active tectonic line, the Oribe Fault. 

In late Pleistocene occurred N-S directional subsiding zone by the Otofukegawa- 

Satsunaigawa Fault. The Kamisatsunai Ⅰ  and Kamishihoro Gravel Beds were accumulated 
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in this narrow zone. The geomorphic history and tectonic developments of the mapped 
area from the middle Pleistocene to the Recent is shown in Table Ⅱ . 



 
 
 
 




